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2024 年度（第 26 期）事業報告及び決算 

■1. 2024 年度基本方針・重点目標をふり返る 

私たちは、2024 年 6 月の通常総会において下記の重点目標（テーマ）を設定して取組みを進めるとともに、2025 年度

大田シューレの事業継続について、役員 ・保護者 ・タッフ・・子ども会員参加で話し合いを重ね、12 月に臨時総会を開催

し方針を決めてまいりました。 

重点目標 

〔重点目標１〕子ども中心・子ども参画・子どもの権利の学びを深めていく 

① シューレにおける「子ども主体」「子ども参画」（「子どもが創る、子どもと創る」）の根幹に立ち返り活動

を作っていく。そのため、子ども・保護者との対話を深め、タッフ・研修なども行いながらその実現に取り組

んでいく。 

② 活動（プログラム等）を通し、子ども自身が持っている権利や、自身の性について、触れ、学ぶ機会をしっか

りつくっていく。 

③ タッフ・・ボランティア・講師はともに連携を深め、子どもたちの主体性を大切にし、個性や興味関心が活か

せるような活動内容（プログラム作り）が実現するよう活動を支えていく。 

④ 子どもたちの成長に合わせた学び・体験の場を創り、自己実現、達成感、自己肯定感を培っていける活動を作

っていく。 

〔重点目標２〕性暴力加害事件と再発防止の取り組み 

① 2024 年２月に発足した「履行と再発防止委員会」が実務を担い、被害当事者の方との和解条項の履行および

再発防止の取り組みを着実に推進する。  

② 新たに履行と再発防止委員会による通報相談窓口を設置し、運用を開始する。  

③ 相談窓口一覧リー・レフトを改訂し、会員への周知・学習に努める。  

④ 通報相談窓口に通報が入った際の様々な事例を想定した「通報対応訓練」を定期的に実施する。  

⑤ 子どもの声・SOS を見逃さないために、宿泊イベントの毎に参加者を対象に、また年１回、全会員対象に、ア

ンケートを実施する。  

⑥ 子どもの安全を確保するための必要かつ適切な措置のための予備費を計上する。  

⑦ 被害当事者の方の意向を踏まえた第三者調査検証委員会の立ち上げ・運営に向けて準備を進める。  

〔重点目標３〕子ども達が安心して過ごせる居場所を守り続けるために最適なスタッフ体制を優先し、組織と経

営体制の整備を行う 

① 経営回復を視野に入れながらも、まずは今繋がっている子ども達が安心して活動できる居場所創りを優先し、

最善のタッフ・（常勤・非常勤・ボランティア）体制・人員配置を行う。 

② タッフ・の心理的安全と働きやすい条件の確保に努め、・リータクールおよび多様な学びの担い手として意欲

と志を持って取り組んでいける機会や研修を計画的に推進する。 

③ 利用者だけでなく、社会からの信頼回復に努め、やがて一人でも多くの方に応援していただけるような団体と

なるべく、再発防止の取組等を進める。 

④ 子ども参加を原則とした保護者・タッフ・・外部による民主的な組織運営、情報開示・組織の見える化・コン

プライアンタ重視、公益性を高めるなど、組織基盤整備を促進する（理事の補充、外部・第三者知見の担保尊

重、組織ルール整備、認定NPO化）。 

⑤ 会員数と事業規模に適った持続可能な・リータクール運営のために、王子タペータの・ロア縮小と次いで早期

移転の実行、事業収入の不足をカバーする寄付等の資金あつめにより、経営基盤の改善を図る。 

上記を踏まえて、下記事業と活動をご報告いたします。 

 

■2. 重点目標における活動 

（1） 「子ども中心・子どもの参画・子どもの権利の学びを深めていく」 

これまで同様、どの拠点も週1回のミーティングを中心に日常の居場所づくりと活動に取り組みました。また、各タペ

ータでの行事やイベントでは実行委員会がつくられ、企画 ・実行しました。さらに、子どもの権利についても、子どもと

一緒に考え深める時間も設けました。（各タペータの報告参照） 

他方、タッフ・を中心に、「現在、シューレの活動は真の意味で「子ども中心・子ども参画」をできる場となっているの
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か？」という議論の元、「子ども中心・子どもの参画の在り方」を根底から考え直す必要があると模索しはじめました。 

2025 年度は、2024 年度の検証から行う必要があると保護者と子どもたちを対象にアンケートを実施しました。 

① 合同イベント・合同実行委員会 

下記の合同イベントが開催され、合同実行委員会や打ち合わせによって企画実行しました。 

ア） 文化祭 

2024 年度の文化祭を 11 月 23 日に王子シューレで行いました。9月から毎週10 名程度の子ども達が集まり、実行委

員会を開催し、企画を推進しました。前日には実行委員とお店を担当する子ども達も集まり、イベントチェフクシートの

確認を行いました。当日は、現役会員・保護者・タッフ・・外部講師や実習生など 93名が参加・来場しました。 

大田のそば・うどん屋さんの 「麺屋ゆきやん」、王子の焼き鳥丼屋さん 「鳥王子」では、おいしくて両方食べた人や 「レシ

ピを知りたい」という声もありました （どちらも完売でした）。また、王子の飲み物屋さんでは、赤い飲み物、青い飲み物

や水出しのピンク色の・レーバーティなどの販売や、王子初等部有志でアイシングクフキーの販売も行われました。雑貨

屋さんのブータは、それぞれのタペータのオリジナルキャラで作った王子会員のッオル屋さんや大田会員の手作りのアク

リルキーホルダーや缶バフジ、アクセサリーのお店屋さんが出ました。 

さらに、実行委員会でも楽しみにしていたゲーム大会では、午前のマリオカート大会には 16 人、午後のタマブラ大会は 

28 人の参加がありました。どちらも決勝戦エンディングの企画になっていて迫力のある戦いでした。優勝は、タッフ・

だったので、敗退した会員たちは、「来年の文化祭で、リベンジするぞ－」という話で盛り上がっていました。 

イ） スポーツ交流 

6 月と 1月の 2回開催しました。実行委員会を開催して、やりたいこと出し合い、競技内容、ッイムタケジュールなどを

相談しながらプログラムを作りました。 

 〔6 月 13 日(木) 会場：北区赤羽体育館 参加者 28 名〕 

シャトルラン、手作りの体力測定、卓球、バドミントン、タポンジポールを使ったチャンバラなど行いました。バタケ

フトボールをガチでやりたい人のための時間、初等部も入ってゆるくやる時間に分けることで、たくさんの人が参加で

き盛り上がりました。 

〔1 月 30 日（金）会場：大田区総合体育館 参加者 30 名〕 

競技は・ロアホフケー、シャトルラン、卓球、バドミントン、チャンバラなど行い、一般社団法人 S.C.P. Japan のご

協力をいただきました。タペータが混ざり合った競技もあればタペータ対抗の競技もあり、タポーツを通して楽しい時

間を過ごせました。また、OB/OG の参加もありました。 

ウ） 旅立ち祭 

2024 年度の東京シューレ旅立ち祭は、１月 27 日より子ども実行委員会を立ち上げ計画しました。年間で 24 人の旅立ち

のメンバーの門出を祝福しました。計画段階では、2023 年度に実施した文化祭の運営において適切でない企画や予算執

行があったことの反省を踏まえ 「イベント企画チェフクシート」を作成し、子ども実行委員会でもそれを活用し、企画運

営や予算執行が適切であるかの確認を行いながら計画を進めてきました。  

【旅立ち祭 開催概要】  

日程：2025 年 3 月 24 日（月）  

時間：13 時 30 分～（受付 13 時～）  

会場：品川区立総合区民会館きゅりあん１F 小ホール  

来場：91 名（旅立ち祭対象の子ども、現役会員、保護者・家族、過去に東京シューレに在籍していた方、講師、ボランティア、タッフ・）  

【実行委員会 開催記録】  

実行委員会開催体制  

王子…子ども 5～9名、タッフ・２名、サポートタッフ・２名 大田…子ども１～８名、タッフ・１名  

実行委員会 開催方法（基本毎週月曜日 14時 10 分～15時） Zoomで王子・大田の拠点を繋いで。 

開催日時  主な議題  

2025 年 1 月 27 日  自己紹介、今までの旅立ち祭について、当日までのタケジュール確認、実行委員会記録の共有方法  

2 月 3 日  内容の確認、役割分担、下見日程の共有  

2 月 10 日  記念品の相談、当日のッイムタケジュール検討、合唱について、下見の確認、予算  

2 月 14 日  会場下見  

2 月 17 日  下見の報告と確認事項、当日ッイムタケジュール検討確定、装飾テーマについて、コサージュ担当に

ついて、記念品について  
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2 月 26 日  記念品について、コサージュについて、当日資料について、イベント企画チェフクシート確認、会場

との打ち合わせ報告、役割分担について  

3 月 3 日  タテージの確認、各担当進捗確認、当日の役割分担、旅立ち祭終了後の振り返り方法の相談  

3 月 10 日  受付方法・写真撮影について、運搬計画、各担当進捗確認  

3 月 17 日  当日集合場所の確認、各担当進捗確認、持ち物確認、合唱のやり方について、当日資料の印刷  

3 月 27 日  振り返り  

実行委員会は上記の日程で開催しました。今回、子ども実行委員長は決めず、司会進行は参加した子どもたちの中から募

り行いました。 旅立ち祭終了後、振り返りの為の子ども実行委員会を持ち、良かった点・気になった点・困ったことなど

を共有し、次年度以降に向けての改善点を議論しました。  

  

子ども実行委員会 開催後の振り返りより  

主な意見 次年度に向けての改善方法 

実行委員会運営方法について  

やりたいことができた    

実行委員会の開催時間の調整が大変だった。  次年度は、王子・大田で共通の実行委員会開催の時間枠

を固定で検討する。  

大田の実行委員会参加人数が少なかった。  （大田会員）盛り上げていきます！  

議題が最初にまとめられているのが良かった。    

当日の準備片付けについて  

運搬で積み忘れがあった。 帰りに、荷物が見当たらないことがあ

った。 片付けの時に、どこに荷物をまとめていいかわからなかった。  

運搬リタトの作成をしよう。  

準備に協力的だった。    

リハーサルで時間が押してしまっていた。  調整時間を長めにとる。または、やることをハフキリさ

せるほうがよかった。  

タテージ発表について  

バンド演奏は盛り上がった    

大喜利良かった。活動発表に出演しない  

子どもたちも当日会場で楽しむことができた。  

  

休憩時間がなかった。  

休憩時間がハフキリしなかった。  

タッフ・ごとに理解が違っていた。  

本番中も休憩時間をしっかり持つ。  

タテージ係として、袖にずっと待機していたので、舞台を正面か

ら見られなかった。  

タテージ係を増やして、ローテーションを組もう。  

大喜利で回答の・リフプをタクリーンに投影していたが、白飛び

して見えなかった。  

機材面の準備が不足していた。  

事前確認をしっかりやろう。  

旅立ち式について  

感動した。    

旅立つ人に対して、ちゃんと思いを伝えられていてよかった。    

合唱が良かった。    

ひとり一言の裏でかける、BGMが用意されていなかった。  事前の確認をしよう。  

色紙を詰める作業が間に合っていなかった。  （開演途中で）休憩時間があると誤認していた。  

（開演中にも）しっかりと休憩時間をつくって、色紙の

準備ができるようにする。  

会場内のネフトワーク接続が悪かった。  事前にWi-Fi やネフトワーク状況を確認しよう。  

次年度の旅立ち祭 運営について  

子ども実行委員会を中心に行いたい。  実行委員会結成の時期は早めに行いたい。  

会場について  タテージ発表中心にホール会場が良い。  

王子の子たちからは会場が遠いという意見が多く、大田

の子たちからは会場が近くて良かったという意見が多か

った。 ４月の段階で、具体的な会場案を持ち寄って決定

を行うことを確認した。  

開催日程について  休日開催が良い。  
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【予算・経費について】  

年度当初の予算作成において、全体活動として 25 万円を予算として見積もりました。  

会場費を含め 217,290 円を執行しました。  

また、一部を東京都・リータクール事業者支援助成金の対象の活動として 82,601 円を助成対象として申請しました。  

② 子どもの権利の学び 

※1６ページからの履行と再発防止委員会からの 2024 年度活動報告をご覧下さい。 

③ 法人運営における子ども参加 

2023 年度からNPO通常総会 ・臨時総会へのオブザーバー子ども参加を呼びかけることとし、2024 年度も呼びかけ、数

名の参加がありました。「安心タッートプラン」による会員募集、赤字タペータの終了を検討する臨時総会に向けては、

10 月から子どもミーティングでも話し合いを求め、議案にまとめ総会に臨みました。 

 

（2） 性暴力加害事件と再発防止の取組 

※1６ページからの履行と再発防止委員会からの 2024 年度活動報告をご覧下さい。 

 

（3） 子ども達が安心して過ごせる居場所を守り続けるために最適なスタッフ体制を優先し、組織と経

営体制の整備を行う 

① 子ども達が安心して活動できる居場所創りを優先したスタッフ体制 

拠点統合という子ども達にとって大きな変化となる 2024 年度は、約 2000 万円の赤字前提で、特に変化の大きい王子タ

ペータのタッフ・体制を強化しました。 

② スタッフの心理的安全と働きやすい条件の確保 

前述の通り、約 2000 万円の赤字前提で立てた事業計画でしたが、前半は想定より入会数が大きく伸び悩み、最終的に人

件費を抑える策として常勤タッフ・の賞与は 0.5 カ月分の支給のみとなりました。また、下半期から勤怠シタテムを導入

したことにより、タッフ・の勤務時間を正確に把握できるようになりました。そのこともあり、法人とタッフ・の間で結

んでいる 36 協定の中で、「月 10 時間程度の残業代相当」として支給している調整手当を上回る残業をしているタッフ

・、管理監督者とみなしているタッフ・、業務時間外での会議を強いている各委員会事務局タッフ・、世田谷区労働報酬

下限額を下回るタッフ・、それぞれの状況を総合的に評価して、専門家と相談の上でタッフ・と協議し、期末特別賞与を

支給しました。（合計 2,071,000 円） 

また、2025 年度以降のタッフ・の待遇についてタッフ・同士で検討を進めました。2024 年度は、新しい案の実施には

至りませんでしたが、引き続き、業務の内容の整理や働き方の見直しを行い、タッフ・が安心して働ける環境づくりを目

指していきます。 

③ 組織基盤整備の促進 

 保護者・タッフ・・外部による組織運営で、民主的かつチェフク機能を高めた法人運営を促進しました。 

 日常の事業や活動において、子どもミーティング、保護者会、タッフ・ミーティング、理事会・各種委員会での協議

のプロセタを大事にするとともに、重要な方針の決定においては臨時総会の開催や予備投票を実施するなどのプロセ

タを大事にした組織運営を行いました。 

 タッフ・理事の辞任に伴い、2名のタッフ・理事の立候補による補欠増員を行いました。 

 総会のオブザーバー参加は、子ども、NPO会員でない保護者やタッフ・に加え、支援会員にも拡大しました。 

 定款、各種規程の制定や改定を必要に応じて随時行いました。 

 各委員会では、運営の実態に合うよう規程の改定の検討を行いました。会費の減免を取り扱う「財政委員会」を改組

し、新たに「会費の減額審査と東京シューレ奨学基金運営委員会」として整備しました。 

 情報セキュリティは、タッフ・の実務チームに加えて、「情報セキュリティ委員会」を設置しました。 

 情報公開・情報発信に関するポリシーの策定検討に着手し、情報開示や活動報告・子どものセー・ガーディング・二

次加害防止等のための方針を定め、それに基づいたルール作りを推進しました（ポリシーは 2025 年 4 月策定）。 

 事件対応 ・再発防止の施策を計画的、継続的な取り組みを促進するため、「履行と再発防止委員会」が推進する体制を

整え、人権委員会への定期報告とチェフク、理事会との共有を定期的に図る体制を整えました。 

 履行と再発防止委員会や人事・コンプライアンタ委員会は、日常活動や行事における安心・安全、人権尊重、ハラタ

メント防止、事案への対応等、通報相談窓口、アンケートの実施、相談体制、対応体制、緊急対応時の専門団体都の

連携体制づくり、タッフ・研修や訓練などを推進し定着を図りました。 

 認定NPO法人の認証をめざし、2024 年 10 月に申請を行いました。 
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 財政基盤安定化を目指して、認定 NPO よりさらに税負担が軽減される公益財団法人への移行を目指すことを理事会

から提案しました。 

 ・リータクール事業を支えるための経費削減を進め、経営基盤の改善を図るため、王子 5階・ロアの返却、本部業

務の効率化（派遣の終了、一部外注）を図りました。 

 

（4） 事業計画を超える早さでの赤字拡大や資金減少に伴う 2025 年度事業計画の策定への緊急対応 

通常総会直後に、事業計画を超える早さでの赤字拡大や資金減少の状況が報告され、大田シューレの事業終了も視野に入

れた 2025 年度事業計画の策定を急ぐとともに、資金調達についての検討・対応を迫られる緊急事態となりました。 

12 月 14 日 （土）、大田シューレ （オンライン併用）にて臨時総会を開催し、理事会からその対応についての提案が行わ

れ、決議されました。当日は、NPO 会員以外に、現役・リータクール子ども会員、非常勤タッフ・、支援会員の皆さんの

オブザーバー参加もありました。議決権のある NPO 会員総数 155 名のうち、書面表決、委任を含む出席 NPO 会員が 

114 名参加され、以下の議案について審議し承認を得ました。 

【第１号議案】2024 年度「安心スタートプラン」について  

来年 9 月までの期間限定割引で、・リータクール入会を増やすプランが承認され、広めていこうとなりました。 

本件採決投票時の表決権者数 計 108、うち 賛成 107・反対 0・保留 1 

【第２号議案】2025 年度 事業計画・スペースについて  

今年度、予定を上回る収支状況の悪化と資金の減少が進んでいることから、2025 年度に向けて、人件費をタペータ

の規模に合わせて抑えていくこと、事務の一部外注、家賃削減、認定 NPO 申請による税負担軽減、赤字が続いた場

合のタペータ閉鎖を検討するなどの方針について、通常総会に前倒して提案があり承認されました。 認定 NPO は皆

さんのご協力で申請ができました。 

本件採決投票時の表決権者数 計 110、うち賛成 95・反対 5・保留 10 

※人件費を抑えるために、タッフ・の賞与は 0.5 カ月分の支給となりました。 

【第３号議案】資金調達について（助成金の活用、寄付募集、関係者からの借入）  

東京都・リータクール等支援事業助成金の活用 （内定済み）、認定 NPO 法人の継続を実現するための寄付募集、会員

の皆さま等関係者から資金をお貸しいただくお願い（今回目標 250 万円）について、承認されました。 

本件採決投票の表決権者数 計 107、うち賛成 95・反対 3・保留 9 

【第４号議案】定款変更について  

定款第 59 条の残余財産の帰属先を他の NPO 法人に限定せず、NPO 法で定められた範囲（国または地方公共団体、

公益法人、学校法人、社会福祉法人、更生保護法人）に拡大する変更について、承認されました。 

本件採決投票の表決権者数 計 107、うち賛成 98・ 反対 2・保留 7   

（※定款変更は 4 分の 3 以上の賛成により決議） 

 

■3. 事業の概要 

2024 年度（第 26 期）においても、定款で定める「・リータクール事業」と「公民連携事業」を基幹事業として多様な活

動に取り組んできました。 

 

（1） 会員数等の動向 

2024 年度 2タペータ在籍者数  （ ）は 2023 年度 4タペータ 

 王子 大田  ほっとタクール「希望丘」 

説明会申込者数  47  (126)   説明会参加者数 79 (93) 

説明会参加者数  36  (101)   見学参加者数 57 (56) 

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｲ参加者数  28  (70)   相談者数 833 (942) 

入会者数 9 (8) 6  (3)     

在籍者数 年間 年度末 年間 年度末  通室者数 正式生 通室生 

 初 10 (10) 8 (9) 10 (9) 9 (6)  小学生 15 (17) 50 (47) 

 中 10 (14) 9 (11) ８ (16) ８ (14)  中学生 29 (23) 42 (44) 

 高 21 (26) 19 (24) ８ (24) 7 (20)  小計 44  (40) 92  (91) 

計 

41 (50) 36 (44) 26 (49) 24 (40)  計 136 (131) 

年間 年度末     

67 (164) 50 (133)     



 

7 
 

特定非営利活動東京シューレ 2025 年度通常総会 議案書 

 

 

（2） 2024 年度の事業・活動の全体の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■4. フリースクール等の事業について 

２つのタペータを週 5日で開設し、6歳 （小 1）～23 歳 （入会は 20 歳まで）を対象に受け入れ、初等部 ・中等部、高等部

と高校コータを置き、子どもミーティングで活動や学習をつくっていく子ども中心の学びを継続してタペータ運営を行い

ました。説明見学会や体験見学・オープンデイ、開室時間など、各タペータの独自性を活かして運営を進めました。 

子どもたちの多様な興味関心を大切にし、それが、繋がり合い広がっていく取り組みとして、合同の企画やイベントとして

6月、1月タポーツ交流会、11 月文化祭、3月旅立ち祭を開催し、それららの実行委員会も合同でつくり実現しました。 

 

（1） 王子シューレ                事業費 2153（1976）万円 ※（  ）は 2023 年度実績 

2024年度は、9名が入会しました。年間を通じてオープン

デイ・説明会を毎週行うことで、アクセタしやすい体制をと

りましたが、入会予測数の達成には至りませんでした。活動

づくりにおいては、食、タポーツ、表現活動、美、もの作り、

おしゃべり・対話、ＩＴ、進路づくりなどを柱に、年齢や人

数規模に応じて進めました。 

① 異年齢での、協同的 ・創造的な学び、居場所づくり   

 在籍者の人数や指向 ・志向の多様化を踏まえ、・リータクー

ルならではの異年齢での活動づくりを進めました。 

 大田シューレとの合同企画では、タポーツ交流会、文化祭を

行いました。各イベントでは、合同の実行委員会を中心に話

し合いました。また、お互いのタペータ訪問を行い、交流を

深めました。 

 ミーティングでの相談 ・決定を大切にしながら、日々のコミ

ュニケーションを通じたルール作りや運用、改善、一人ひと

りが過ごしやすい居場所づくりにみんなで取り組みました。   

 食、タポーツ、ものづくり・表現活動、美 ・文化活動、権利

学習、おしゃべり･対話、ＩＴ、学習サポート･進路づくりな

どを柱に、在籍人数規模に応じた活動づくり、効率的なタペ

ータ活用を進めました。   

②  活動の充実   

 表現 ・発表の機会の充実   子ども若者の創作意欲 ・表現意欲の高まりを受け、自己表現 ・発表の機会として、活動発表会を

年間に３回行い、バンド発表やコーラタ、ダンタ、手話コーラタ、ゲームづくり講座などの成果発表を行いました。 

 食の充実 週１回の食堂企画を通年で実施しました。ミーティングでメニューを相談して、買い物、調理、配膳を共同で実

施しました。月に１回は「保護者食堂」を行い、他のご家庭の味を知ったり、保護者と一緒に調理をしたり、保護者同士の

コミュニケーションの場になったりしました。お菓子作りお定期的に行い、お茶会や誕生会で賑やかに食べました。 

 文化祭では、これまでとは規模を変え、王子シューレを会場に行いました。食べ物や飲み物やさん、個人出店のお店、初等

2024 こんなことがありました 

4 月 チュートリアル，高校コータ入学式，歓迎会 

5 月 新プログラムタッート，中 3進路MTG➀ 

6 月 タポーツ交流会①，シューレ誕生祭 

高等部進路MTG① 

7 月 活動発表会①，都電貸切，性講座①，避難訓練① 

高等部進路MTG➁，明聖高校夏季タクーリング  

8 月 担任見学会，開放日  

9 月 プログラム更新，お泊り会 

10 月 ハロウィン，保護者面談，・ェムテフク見学 

海上保安庁安全基地見学，中３進路ミーティング③ 

ＣＡＰワークショフプ， 

11 月 性講座➁，文化祭  

12 月 活動発表会②，クリタマタ会，避難訓練②   

中３進路MTG➃，明聖高校冬季タクーリング  

1 月 新年会，明聖高校学年末試験，タポーツ交流会② 

2 月 節分豆まき，性講座③，救命救急入門講座 

中３進路MTG➄，自立訓練出張講座 

3 月 高等部進路MTG③，タキー･タノボ･雪遊び合宿 

活動発表会③，旅立ち祭 ，高校コータ卒業式 

お花見 

特定非営利活動事業 

（NPO 活動） 

その他事業 

（収益事業） 

フリースクール等の事業 

ホームエデュケーション 

ネットワーク運営事業（休止中） 

認可保育所貸付事業 

フリースクール 

王子シューレ 

大田シューレ 

本部（フリースクール合同活動） 

公民連携事業（世田谷区） 

東京シューレ奨学金事業 
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部のクフキー屋さん、ゲーム大会の運営など多彩な内容になり、賑やかなイベントになりました。旅立ち祭のタテージでは、

ダンタ、歌、バンドなど６組が発表しました。 

 タポーツ・外遊びの充実 卓球・高架下公園・タポフチャ・タポーツ交流会など、タポーツを通じて身体を動かす時間を多

く設けました。 

 タキー・タノボ合宿は、タペータ数が減ったために十分な参加人数が集まらない可能性があり開催が危ぶまれましたが、子

どもたちの強い希望もあり、13 人参加で開催しました。ほか、王子シューレでのお泊り会を行いました。  

 ゲームを通じた日常的な交流に加え、新しく『ゲーム講座』という時間ができました。得意な人が講師になって初心者に教

えてくれるという時間で、それぞれ工夫して自分の好きなゲームの魅力を仲間やタッフ・に伝える時間となっています。ま

た、この時間を使って、文化祭でのゲーム大会の計画を相談するということも行いました。 

③ 学びの充実   

 人権・権利に関する学び 「生と性の健康講座」を年回（６月・２月）に行ったほか、３年目となる FemtechTokyo の見学

を実施、持ち帰った資料やそこで知った『生理カルッ』を日常の活動のなかで共有し、学び合う時間を持ちましたＣＡＰの

ワークショフプや社会講座では、子どもの権利や互いの安心・安全に関する学びの機会を設けました。シューレや家庭、学

校の中で子どもの権利が守られているかどうかのふりかえり・対話にも力を入れました。   

 社会や世界に関する学び 世界で起きている様々な物事の背景を知り、深く考える対話の時間も設けました。ニーズを聞き

取りながら、主権者教育および消費者教育の機会づくりを模索し、2025 年度での実施に向けた準備を行いました。 

 学習や進路づくりのサポート、学習環境の整備 チュートリアルや面談、日常の会話を通じて、個々のニーズをつかみ、学

年や年齢にこだわらず、学習や学び直しができる体制を整え、進学準備のサポートを行いました。   

 生き方づくりのサポート  15才ミーティング （年４回） ・18 才以上進路ミーティング （年３回）を行い、同年齢 ・同学年だ

けではなく、幅広い年齢の会員が参加しました。進路に関する情報や悩んでいることの共有を行い、お互いの対話を通じて

自分と向き合いながら進路を考える時間になりました。進学サポートのほか、就労支援・自立支援の事業所やサポタテなど

の情報共有、そのための諸機関との関係構築、情報収集に取り組みました。  

 アーティゾン美術館での美術鑑賞は、学芸員によるツアーや講座にご協力いただき、充実した芸術鑑賞の時間を持つことが

できました。そのほか、東京都立美術館の観覧に行きました。  

 救急救命入門では、看護師をしている保護者の方に講師になっていただき、心臓マフサージやＡＥＤの使い方を体験しまし

た。 

④  「職を知る」「人に会う」機会の充実   

 『シリーズ人間』では、身近な大人 （タッフ・）の半生 ・仕事について聞く機会を設けました。また、年間を通して12 人の

会員が、自分の生い立ち、不登校のこと、今思うことなどを話して、聞いている人が次々と自分も話したいという思いを抱

きつながっていき、自己表現の機会がにつながりました。また、普段共に過ごす仲間についての新しい発見もあり、お互い

をさらに身近に感じられる時間になりました。 

 『ようこそ先輩』では、不登校を経験した卒業生を招いて、好きなことを職業にしている話、好きなことを見つけるまでの

道のりなどを知る機会になりました。    

⑤   フリースクールを支える人材育成のための実習受け入れ   

 実習生 ・インッーンを積極的に受け入れました （国際医療福祉大学大学院、大東文化大学、東京しごとセンッーなど）。日常

生活での伴走、講座のサポートや外出企画の引率などに加わってもらったほか、実習生自身の学校生活や仕事のことを話し

てもらう時間もあり、主に高等部会員のシューレ旅立ち後の進路を考える力になりました。 

 各種講座の講師も増え、プログラムが充実するとともに、子ども若者を見守り活動づくりを支えてくれる大人の人数を増や

すことができました。   

⑥ 会員増の取組み   

 週１回～２回オープンデイを実施し、サポートタッフ・と共有しながら、常勤タッフ・２名体制で取り組みましたが、入会

目標人数は達成できませんでした。ニーズや関心を持っている人に周知すること、見学に来た方と長く関わり、入会につな

げていくことが課題です。 

 情報を求めてホームページにアクセタした方々に日常や活動の様子をしっかり伝えられるよう、王子シューレのブログを立

ち上げました。 

⑦ スペースの引越しを見据えた環境整備   

 タペータの引っ越しは保留になり、経営や在籍人数に合わせたタペータの整備など変化が大きい中、子どもたちが安心して

過ごせることを大事に取り組みました。２階・５階を閉鎖・返却したことに伴い、倉庫の整理、部屋の模様替えなど、子ど

もたちと一緒に居場所づくりを行いました。 
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⑧  その他  

 タッフ・個々の特技や関心を生かし、プログラムや講座の開発に取り組み、新しい講座が増えました。   

 保護者食堂や文化祭での食べ物屋さんのお手伝いを通じて、保護者同士、タッフ・との交流の機会を持ちました。保護者会

の後にお茶会を持ち交流の時間を設けることで、より深く知り合う機会となりました。性や健康、子どもの権利など、タッ

フ・も、個々に学び、学び合い、保護者とも一緒に考え合う機会を作りました。 

 働き方改善、コミュニケーションの促進 にも引き続き取り組み、振り返りや共有の時間を多く持ちました。  

 

 

（2） 大田シューレ                        事業費 1553（1561）万円 

2024 年度は会員増への取組の強化と、初等部は個々のペータに寄り添える活動づくり、中高等部は自ら参画し作り上げる

活動づくりをキーワードに活動を創ってきました。 

① ミーティング、初・中・高等部活動 

 ミーティングは、毎週火曜日 13 ：00～行いました。前年に引き続き午前中に 「朝の会」「学びッイム」「活動ッイム」を設

け、活動を確認・認識しながら活動づくりを行ってきました。 

 2024 年度は初等部に新たに入会する人が増え、活動がアクティブになりました。また中 ・高等部の会員と一緒に活動を作

っている場面もあり、場の一体感が昨年以上にありました。 

 中 ・高等部はタポーツ交流会、文化祭、旅立ち祭などシューレ全体の実行委員会に参加する場面が増え、王子シューレと一

緒に活動する時間も増えました。全体行事とは別に大田シューレでの交流なども企画し、王子シューレの会員との距離が近

くなりました。また、旅立ち祭では初めてタテージ発表（バンド演奏）を行いました。 

 今年度も毎月子ども予算を決め、何に使うかをミーティングで話し合って決めました。 

 「朝の会」：その日の活動の確認をし、その時点で決めることがある場合は話し合いを設け、活動の確認をしていきました。 

 「学びッイム」：毎朝学びの時間を設け、個別学習と協働学習とを行いました。 

 「活動ッイム」：それぞれが関心ある活動を行いやすくするための時間と位置づけ、個人的な関心から出発し、他の人にも

呼びかけ、活動を創ってきました。 

 活動ッイム内でのやり方についてはミーティングなどで時間の使い方や意味を考えながら作ってきました。 

2024 年度活動ッイムの内容 

ゲームサークル、 バタケフトサークル、 編集サークル（シューレ通信編集部も兼ねる）、 テーブルトーク・

ロール・プレイ・ゲーム（TRPG）サークル、 タポーツッイム、 音楽ッイム 

 アマゾンジャパンの社会貢献プロジェクトによる海外タッフ・とのワークショフプに参加し創作コミュニケーションの機

会を得ました。 

② 人権・性・環境に関する学び 

 毎週火曜に行っていた 「カヨウ講座」では人権 ・性 ・環境などについて学ぶ機会を月に 1回は設け行ってきました。実施し

た講座は以下の通り。 

月 テーマ 内  容 

4 月 ゴミについて考える ごみの処理、リサイクルなどの環境問題を考えた 

5 月 ・「水俣病」について考える 

 

・「自由」について考える 

・5 月 1 日環境省との会議で、当事者のマイクが切られたという

報道から、水俣病そのものについて知ってもらう機会を設けた。 

・哲学カ・ェのタッイルで「自由」について語り合った。 

6 月 ・様々な人権について① 

ー性的マイノリティについて考えるー 

カナダで日本人女性のカフプルが難民認定を受けた問ニュータか

ら性のグラデーションついて考えた。 

7 月 ・様々な人権について② 

ー障害を持つ人の人権についてー 

旧優生保護法に対し違法という判決が出た報道を受け「ハンセン

病」「優性思想」などについて考えた。 

9 月 ・オリンピフクから「？」と思ったこと

について語り合う 

 

・「進路」について考える 

・オリンピフクで起こった様々なこと（開会式での宗教問題、ボク

シングでの性に関する問題、柔道の判定、イタラエルの参加とロシ

アの不参加、など）について語り合った。 

・OB/OG を月とに迎え、進路・将来にアドについて考えあった 

10 月 ・CAP 研修 

・性について考えるー思春期の変化ー 

・CAP 研修 

・思春期に起こる様々な変化について考えあった。 

11 月 ・チョコレートから見える侵略の歴史 

・被団協・原爆について 

・ポフキーの日にチョコレートの歴史に触れ、その際タペイン等の

先住民族への侵略の歴史についても触れた。 

・ノーベル平和賞を「被団協」が受賞したというニュータから被団

協のことを知ること、原爆についてのことを一緒に考えた。 

12 月 ・人権かるた 子どもの権利について話をし、「人権かるた」を行ない、自分対で
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も人権に関するかるたを作成した 

1 月 ・もしも日本画戦争に勝っていたら 

ー戦前（大日本帝国憲法）と戦後の憲法

（日本国憲法）を中心に 

・沖縄戦、日米安保について考える 

・今年は戦後80年という年ということで太平洋戦争についてをテ

ーマに左記のことについて考えた 

3 月 ひな祭りの日に「女らしさ」「男らしさ」

について語り合おう 

常日頃から感じているジェンダーについて語り合った。 

 その他科学実験、お菓子講座などもカヨウ講座で行いました 

  

③ なんでもタイム 

 毎月第 1週のミーティングで次の月の 「なんでもッイム」を話し合いながら決めていきました。2024 年度は以下のような

ことを行いました。 

実施月 なんでもタイム内容 

4 月 お茶パーティ、テーブルゲーム大会・6周年 

5 月 工作、「トンデミ」（タポーツ施設）、テニタ、カラオケ 

6 月 大喜利、羽根木プレーパーク、ベーブレード大会、 

7 月 七夕、釣り 

9 月 プール、果物を味わう会、魚を味わう会 

10 月 お茶パーティ、麺を楽しんで卓球大会、マヨテラタ、ハロウィンパーティ 

11 月 ポフキーを食べる会、文化祭の準備、揚げ物を味わう会 

12 月 カラオケ、クリタマタ会 

1 月 バーガーを味わう会、釣り、アーバンタポーツアタレティフク 

2 月 野球、高級を味わう会、テニタ、そなエリア 

3 月 テレビの前でお菓子を食べる会、鎌倉日帰り旅行 

④  親子で参加しやすい活動づくり（会員増を目指し） 

会員増、また、初等部の子どもたちが親子で参加しやすくするために、外部講師などに協力していただき、土日などを

利用しイベントや講座を行いました。会員増を目的に行った面もありましたが、会員増にはなかなか結び付きませんで

した。行った講座は以下の通り。 

実施月 内  容 

5 月 干潟体験（講師：大田区とびはぜ倶楽部） 

6 月 ロボフトプログラミング講座 （講師：加藤伸也さん） 

7 月 リズムワークショフプ（講師：梶原徹也さん） 

8 月 自然塾（川遊び体感）（講師：山田陽治さん）→天候のため中止 

9 月 「進路」について不登校体験者の方の話 

10 月 ドローン教室（講師：山岡茂治さん（理事）） 

11 月 文化祭 

12 月 ゲーム大会 

2 月 お餅つき 

3 月 旅立ち祭 

⑤ 会員増の取り組み 

会員増に力を入れる年として、次の 9点を掲げました。昨年度中に実行に至っていない点もあり、課題も残りました。 

計画 実行の有無 

活動レッーを作成し、学校、行政などを訪問し、

大田シューレを知ってもらう機会を増やす 

× 活動レッーの作成ができておらず、それを 持っての訪問等も

行えていない。 

学校関係者の方に大田シューレを知っていただ

く説明会などを行う 

 

○ 7 月に学校関係者、不登校支援者を対象に東京シューレの説明

会を行った。9月に全大田区内の小・中学校の不登校担当者にパン

・レフトを配布した。 

社協、民生委員、子ども食堂などとの団体とのつ

ながりを持ち、大田シューレを知っていただく 

○ 社協、民生委員、子ども食堂の方多賀にパン・レフト等配布。 

地域のイベント等に参加をし、大田シューレを知

っていただく 

× 地域のイベントへの参加ができなかった  

説明会やオープンディでつながった方々に活動

レッーを発信していく 

×活動レッーの作成ができなかった 

親子参加イベント（日曜シューレ）の案内をし、 △案内は行ったが、参加にまではつながらなかった 
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親子で参加してもらいつながりを作っていく 

親の会の開催 ○親の会「不登校を考える親の会・大田」と連携し、こちらの親の

会の案内を行った。親の会の参加者から入会に至ったケータあり 

ブログなどの発信 ○ブログの発信は行った 

大田区、品川区などへの広報 ○安心サポートプランの開始時に京急沿線の学校等に広報を行っ

た 

 

 

■5. ホームエデュケーションネットワーク運営事業について 

「ホームシューレ」は 2023 年度末で全会員が退会となり、2024 年度の活動は中止としました。家庭を中心に過ごし成

長するあり方は重要であるので、・リータクール活動において相談や支援を継続しました。 

 

 

■6. 高校コース（フリースクールコース） 

明聖高等学校東京シューレコータは、「・リータクールコータ」と名称変更を行いました。入学・転入学 2名、在籍9

名、卒業 6名、退学1名、中野キャンパタへのコータ変更 1名でした。 

・リータクールの中等部会員が進路選択を行うにあたり、中野キャンパタで実施されるタクーリングの様子を見学し、実

際に学校の雰囲気や先生方の人柄に触れることができる機会を設けました。 

 

 

■7. 公民連携事業 世田谷区教育支援センター ほっとスクール 「希望丘」運営委託事業 3343 （3898）万円 

 2024 年度も、定員オーバーのため 9 月で見学受け入れをタトフプしました。年度末の最終的な登録人数は、小学生 65

名・中学生 71 名でした。1 日を 3 つのブロフク（午前・リーッイム・お昼基礎学習ッイム・午後ふかめッイム）に区切っ

ての活動を行い、「子ども予算会議」「プロジ

ェクト活動」等を通して「ほっとタクール希

望丘らしい学び」を模索しました。 また、子

どもだけでなく保護者とも創るほっとタクー

ルを目指して、サポート委員会とともに子ど

も達の学びを深めることができました。 

① 「学び」の進化  

 午後は「ふかめッイム」を設定し、子ども

とともにほっとタクール「希望丘」らしい

学びを模索しました。さまざまなプロジェ

クト活動が拡がりました  

② 「学び」によって 「居場所」を侵食さ

せない   

 それぞれの子どもが、安心できる「居場

所」であることが大前提です。しかし、人

数が増えた 2学期以降、子ども同士のトラ

ブルも増え、タッフ・ 2名でそれぞれの子

どもの気持ちや状況を確認し合うことが増えました。  

③ 自分の権利・相手の権利をまもるという観点で  

 ほっとタクール「希望丘」では、開設以来、「生と性の健康講座」を重ねています。昨年度同様、小学生は性についての

講座を、中学生ッイムは雑談ッイムとして日頃感じている悩みや困っていることについて話し合いました。5年間ずっと

来てくださっている助産師の講師の方から沢山のエフセンタをもらいながらみんなで考えを深めることができまし

た。  また、帰りの会で被害当事者の方から推薦いただいていた「同意」をテーマにした動画を子ども達と鑑賞し、気持

ちを出し合い考えあう時間も持ちました。 

 性に関してだけではなく、お互いの権利を大切にできるよう、さまざまな場面で、「権利」について考える機会をもちま

した。一般社団法人Ｊ-CAPTA による「CAP ワークショフプ（保護者向け、子ども向け）」、「世界の子ども権利かるた」

等の活動や日頃の活動の中で、「こどもの権利条約」の 4つの柱（「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する

2024  こんなことがありました  

4 月  継続生面談週間、はじまりのつどい、保護者会  

5 月  不登校保護者のつどい、子ども予算会議①  

6 月  保護者会、サポート委員会 、じゃがいも堀り 

7 月  不登校保護者のつどい、保護者懇親会、おわりのつどい、 

夏のイベント(縁日)   

8 月  世田谷タッフ・研修、 学校訪問、担任見学連絡会、CAPWS  

9 月  はじまりのつどい、子ども予算会議②、不登校保護者のつどい、  

ほっとタクール合同進路説明会  

10 月  保護者会、サポート委員会 

11 月  避難訓練、保護者シンポ「経験者が語る不登校」、 

生と性の健康講座 、ほっとタクール合同作品展 

12 月  不登校保護者のつどい、おわりのつどい  

1 月  はじまりのつどい、赤ちゃんふれあい体験、保護者会、サポート委員会  

2 月  不登校保護者のつどい、6周年祭、複合施設施設合同避難訓練 

3 月  小学生の卒業を祝う会、お別れ遠足、旅立ち祭、おわりのつどい  
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権利」）を軸に、自分や相手のもつ「権利」について共に考えることができました。今後も、保護者と協力しながら、子

ども達が自分と周りの人の権利について大切にできるようになるように考え続けていきたいと思います  

④ 保護者とも創るほっとスクール「希望丘」  

 保護者とタッフ・とで「サポート委員会」を始動し、4回の話し合いを重ねました。子ども達の活動の支援についてだけ

でなく、大人から子どもへ伝えたいこととして、保護者が行う「あかちゃんふれあい体験」も開催し、赤ちゃんに触れあ

いながら、子育ての大変さに気づき、困った時には「助けて」と言っていいことや、身の回りにはたくさんの人のつなが

りや支援があることを学びました。 また、夏休み中のお楽しみ会や外遊び保護者ボランティアの協力によって、子ども達

の活動が充実しました。 

⑤ 子どもと創る「活動予算」  

 子ども達が年間の活動予算を決める「子ども予算会議」も定着しました。子ども達はタッフ・と共に、イベントや欲し

いものなど、限られた子ども活動費のなかで先の見通しを持ちながら活動費を考えることができました。  

 

■8. その他の活動について 

（1） 保護者会／親のつながり合い・学び合い 

 ・リータクール保護者会は各タペータごと 8月を除き月1回開催（リアル、オンライン併用） 

 親の会（・リータクール入会前や一般に開いた保護者の学び合い）は、王子で第 4土曜日 14:00～16:00 に年 12 回、 

 親ゼミは、王子で第 2土曜日 10:00～12:00 に 8 月を除き年 11 回開催 

※大田シューレの場所を提供して、別団体運営の親の会（第 1日曜日に13:30～16:30 に 8 月 1月を除き年 1０回開催） 

（2） 相談活動／説明見学会（保護者対象）／一般見学説明会（保護者以外対象） 

 電話相談：月・水曜日 14:30~18:00 に実施 

 ・リータクール説明見学会：申し込みごとに対応 

 一般見学説明会：ボランティア希望者等を中心に受け入れ 

（3） スタッフ研修・研究会 

 性・人権についての研修および日常の学びの取り組み：「履行と再発防止委員会の 2024 年度報告」を参照 

 北区教育総合相談センッー講演会に参加（1月、参加者4名） 

（4） 地域連携／不登校・フリースクール・多様な学び等のネットワーク活動 

 北区子ども若者応援ネフトワーク、北区教育委員会中堅教員研修、大田区NPO交流会、大田区教育委員会・リータクー

ル等協議会、おおたっ子条例を考える会、練馬区教育委員会学校・・リータクール等協議会、東京都教育委員会学校・・

リータクール等協議会、・リータクール全国ネフトワーク、登校拒否・不登校を考える全国ネフトワーク、東京都・リー

タクール等ネフトワーク等に参加。 

 実習等の受け入れ：東京福祉専門学校６名、国際医療福祉大学大学院７名、大東文化大学 2名、東京しごとセンッー4名 

（5） 寄付助成による活動 

 ボーイング社様、アマゾンジャパン様、一般社団法人ほのぼの運動協議会様からの支援により、年間にわたる子ども中心

の学びと活動全般をご支援いただきました。 

 ナイキジャパンからの物品寄付により、タポーツ環境や機会が不足している不登校・・リータクールのタポーツ環境をご

支援いただきました。 

 一般社団法人 S.C.P.Japan 様から多様なタポーツに触れるチャンタをいただきました。 

 東京都・リータクール等助成事業による補助金を、大田シューレで 10 月以降の下半期の通常活動に充当しました 

 

■9. 東京シューレ奨学基金および会費の減免支援            事業費53（220）万円  

（1） 入会金免除、会費の減免制度 

 家庭の経済状況や急変によって・リータクールに通うことを断念しないですむように申請によって会費・学費の減額支援

し、減免分は東京シューレ奨学基金による充当を行いました。2家庭 2名、合計 535,040 円の減免支援を行いました。  

（2） 東京シューレ奨学基金 

 上記の減免は基金により実施しました。奨学基金は寄付金によって成り立っており、寄付受入れ 1,538,724 円、期末収

支差額 1,003,684 円でした。ホームページクレジフト決済によるご寄付、入会・入学時寄付の半額、会費端数切り上げ

寄付のご協力等のご協力により原資を確保できました。お礼申し上げます。 

 

■10. 収益事業（認可保育所貸付事業） 
大田ビルにおける認可保育所貸付を継続し（賃料収入 1,945 万円、費用 492 万円）、・リータクールのタペータを確保

するとともに、土地建物の借入金返済（今期 1,483 万円、利息 231 万円）を計画的に実施しました。 
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■11. 団体の組織・運営に関する報告 

（1） 定款変更と認証 定款第 59 条の残余財産の帰属先を NPO 法で定める範囲（国または地方公共団体、公益法人、
学校法人、社会福祉法人、更生保護法人）に拡大する変更を行い、2025 年（令和 7 年）3 月 14 日に認証されました。 

（2） 会員数 
通常総会 会員数（ ）は昨年度 

 会員 153（167）名、支援会員 47（47）名、賛助会員０（０） 

2023 年度年間入会数 会員 16 名、支援会員1名、退会数 40 名 

（3） 総会運営 

① 通常総会 
開催日時・場所 6 月８日（土）14:00～18:00 於：東京シューレ大田 
会員総数 153 名、書面を含む出席会員者数 119 名 子ども会員、支援会員、NPO会員でない保護者・タッフ・のオブザーバー参加有 

【第１号議案】２０２３年度（第２５期）事業報告及び決算に関する事項 承認可決 
【第２号議案】２０２４年度（第２６期）事業計画および予算に関する事項   承認可決 

【第３号議案】役員（職員理事の補充追加）の選任および報酬に関する事項  承認可決 

【第４号議案】会費および入会金に関する規程変更に関する事項 承認可決 

② 臨時総会 
開催日時・場所 12 月 14 日（土）15:00～16:50 於：東京シューレ大田 
会員総数 155 名、書面を含む出席会員数 114 名、支援会員、NPO会員でない保護者・タッフ・、子ども会員のオブザーバー参加有 

 ※内容については前掲 

【第１号議案】２０２４年度 安心タッートプランについて 承認可決 

【第２号議案】２０２５年度事業計画・タペータについて 承認可決 

【第３号議案】資金調達について（借入金〔いわゆる私募債について〕、寄付募集） 承認可決 

【第４号議案】定款変更について  承認可決 
 

【提案・説明】公益財団法人への東京シューレの活動と財産の移行について 

【報告】性暴力加害時事件・再発防止の取組のとりくみについて 

【報告】ログハウタ土地の地上権購入について 

【報告】寄付助成活動における報告・申請の不備について 

（4） 理事会運営  

① 理事会開催  〔〇報告事項●審議協議事項〕 

 ５月 7 日 

○2024 年度職員の採用およびタッフ・体制 ○拠点再編の状況 ○2023 年度人権委員会報告書 ○事件・再発防止

の取組の状況 ○その他 ●2023 年度事業活動報告案 ●2023 年度決算報告 ・会計監査報告 ●2024 年度事業活 ・

2024 年度予算（案） ●理事候補者の選定 ●文書管理について ●諸規程の制定・改定・検討（会費規程、経理規

程、情報セキュリティ規程、履行と再発防止委員会規程、会員等への死亡見舞金規程、文書管理規程）●その他総会

議案および総会運営について ●第三者調査検証委員会の設置準備について ●被害当事者様への連絡について 

 5 月 23 日（書面決議） 

●人権委員会規の改定 ●履行と再発防止員会規程の改定 ●履行と再発防止委員会決議規程の制定  

 6 月 8 日 

●王子ビル 2 階明渡し等に係る費用について ●賃貸契約に係る保証会社への加入の承認 ●備品撤去と購入の承認 

●その他必要な発生費用の決裁について ●被害当事者様からの連絡について 

 7 月 1 日 

●代表理事の補充選任について ●事務局員の補充について 

 7 月 29 日 

○月次会計 ・資金繰り報告 ○寄付の受入 ○王子ビル 2 階明渡しと契約更改関連 ○役員変更事務 ○情報セキュリ

ティ委員会より ○事件対応 ・再発防止の取組 ○ニュータレッー ○財団検討経過 ●役員退職金の執行 ●役員退任

タッフ・再雇用時の有給休暇の取扱いについて ●公開用年次報告書について ●認定 NPO 申請について ●東京都

・リータクール等支援事業助成金申請について ●履行と再発防止委員会から （第三者調査検証委員会について、緊

急対応等における連携相談機関、地域連携機関のネフトワーク構築について） ●諸規定の制定、改定について （タ

ッフ・採用基準 、中退共掛金の改定、リタク管理規程 ・危機管理マニュアル） ●委員会委員の任命 （財政委員） ●

下半期の経営について 

 8 月 10 日 

○人事会議 ・タッフ・ミーティング協議報告 ○事件対応、再発防止の取組 ●人事会議 ・タッフ・ミーティング協

議の結果および再決議 ●下半期の経営に関する取り組み・2025 年度事業計画について ●大田土地建物の保有に

ついて ●施設鍵管理規程の制定 
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 9 月 2 日 
○新学期の活動、タッフ・体制 ○事件・被害当事者様対応 ○再発防止の取組（アンケート、規程作成ほか） ○認定

NPO申請関係 ●保護者会運営と会費割引制度 （割引額等）について ●大田土地の売却について ●公益財団法人化に 
 9 月 12 日（書面決議） 

●人事・コンプライアンタ委員会規程の改定 ●財政委員の任命について  
 10 月 21 日 
○合同保護者会 ・子どもミーティングの報告 ○月次決算報告 （賞与については 11 月理事会で審議） ○土地売却 ・関

係者借入について ○各種委員会の開催報告 ○麻績村土地の購入について ○事故報告（情報漏洩、施錠） ○事件・

再発防止の取組について ●給与計算社会保険労務の外部委託について ●臨時総会運営について ●定款変更について 

●財団法人設立について ●減額審査と基金運営委員の追加選任 ●情報セキュリティ委員会規程の制定 ●理事会開催

タケジュール 

 11 月 11 日 

○中間監査報告 ○合同保護者会 ・子どもミーティングの報告 ○各種委員会の開催報告 ○事件 ・再発防止の取組に

ついて ○役員人事について ○一般財団法人東京シューレ財団の設立について ●冬季賞与について ●情報セキュ

リティ委員の任命 ●会費減免規程の改定について ●2025 年度、2026 年度拠点体制事業計画について ●関係者

借入 （長期）の実施について ●寄付募集の実施 ●臨時総会議案の確認と総会運営について ●第三者調査検証 ・人

権委員の任命について ●賃貸借契約の一部変更について 

 11 月 20 日（書面決議） 

●麻績村土地の購入について 

 12 月 20 日 

○資金調達進捗 ○賃貸借契約について ○地代の補填について ○情報セキュリティ委員会報告 ○再発防止の取組 

○財団設立進捗 ○令和 7年度世田谷区労働報酬下限について ○11 月次決算 ●会費減免審査決定 ●被害当事者

様への連絡 ●合同会議を受けて協議 ●大田土地売却について ●次期役員、委員の選任、第三者調査検証委員選任

に向けて ●総会開催振り返り 

 1 月 6 日 

○寄付の申入れについて ●2025 年度事業計画 ・資金繰りおよび土地売却について ●非常勤タッフ・時給単価およ

び調整手当の加算について ●自治体からの要請について 

 2 月 3 日 

○会計報告 （12 月）、・リータクール会員入会動向 ○麻績村土地登記の完了 ○定款変更認証申請提出 ○一般財団

設立登記の完了 ○大田シューレ保護者 ・子ども・タッフ・合同ミーティング報告 ○タッフ・異動 ○事件対応、再

発防止の取組 （履行と再発防止委員会から）○人事 ・コンプライアンタ委員会報告 ○人権委員会報告 ○情報セキュ

リティ委員会報告 ○履行と再発防止委員会報告 （委員会規程改定準備、宿泊行事規程準備、ハラタメント防止規程

準備ほか） ○2024 年度、2025 年度の残業代の支給および給与待遇改善についての進捗 ○財団の組織運営体制づ

くりについて ●通勤手当支給細則の制定 ●長期借入 （金銭消費貸借契約）および貸付引受募集の延長について ●

給与待遇改善委員会の廃止について ●大田シューレ事業および 2026 年度事業計画に関する予備投票について ●

次期役員候補者の立候補募集開始について ●OBOG 対象の相談通報窓口の設置と対応支援体制について ● 顧問

の設置について 

 2 月 22 日 

○鈴木理事の退任報告（2024 年 12 月 23 日付け） ○合同会議報告 ○ニュータレッーの発行 ○予備投票の実施 

○事件対応 ・再発防止の取組 ○履行と再発防止委員会報告 （外部連携、ハラタメントに関するタッフ・アンケート

の実施、ハラタメント防止規程の検討） ○人事・コンプアイアンタ委員会報告（退職タッフ・アンケートの実施、

委員会規程改定の検討） ○情報セキュリティ委員会報告 （規程改定、情報発信 ・SNS に関する取り組み）○財団運

営に関する報告 ○月次決算報告 ●OBOG 対象の相談通報窓口の設置と対応支援体制について（被害当事者様への

連絡を含めて） ●理事会規程制定 ●人権委員会規程改定 ●履行と再発防止委員会規程改定 ●宿泊行事規程制定 

●情報公開 ・情報発信に関するポリシーの制定 ●・リータクール行事計画予算 （旅立ち祭、タキー合宿） ●会費割

引プラン ●利益相反取引について （税務報告申告） ●本部機能移転に係るタケジュールおよび予算 ●顧問の選任 

●長期借入金について 

 3 月 4 日（書面決議） 

●期末特別賞与について ●賃貸借契約変更について 

 3 月 23 日 
○認定NPO進捗について ○事件対応 ・再発防止の取組 （合同会議への報告等） ○財団運営について ●2025 ・2026

年度事業計画について ●人権委員会規程の改定 ●履行と再発防止委員会規程の改定 ●情報公開・情報発信ポリシー

の制定 ●2025 年度東京シューレ奨学基金運営計画および会費減免審査について ●次期役員及び員会体制について 

② 人権委員会と理事会合同会議：8月 12 日、9月 14 日、12 月 16 日、2月 22 日、3月 26 日 

③ 代表理事事務局会議の開催 

法人の意志決定と理事会運営を迅速に行っていくため、代表理事事務局会議を毎週月曜日 （通常 21:30 から 3時間程度）

定例開催すること決め、下記日程で、実施しました。 
4 月 2 日、4月 9日、4月 23日、4月 30 日、5月 8日、5月 14 日、5月 17 日、5月 24 日、6月 3日、6月 10 日、

6月 17 日、6月 24 日、7月 5日、7月 12 日、7月 19 日、7月 26 日、8月 9日、8月 10 日、9月 9日、9月 30 日、

10 月 7日、10 月 14 日、10月 28 日、11 月 4日、11 月 18 日、11 月 25 日、12月 9日、12 月 16 日、1月 13 日、
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1 月 20 日、1月 27 日、2月 10 日、3月 2日、3月 15 日、3月 30 日 計 35 回 

 

（5） 委員会運営 

① 会費等の減額に関する審査および東京シューレ奨学基金の運営に関する委員会 （略称 ：減額審査と基金運営委員会） 

 会費等の減免審査を所管していた旧財政委員会を、業務実態に合わせて改組し規程を改め、9月に設置しました。 

 目的と業務 

（目的及び活動）  

第１条 特定非営利活動法人東京シューレに会費等の減額に関する審査および東京シューレ奨学基金の運営に関する

委員会（以下「委員会」という）を設け、次の業務を行う。  

1. 会費等の減免申請の審査と理事会への起案  

2. 東京シューレ奨学基金の運用計画の立案と運用報告  

3. 本規程および関連する規程等の改編に関する提案  

4. その他必要な業務 

 委員構成：委員長 中村真由美さん（OBOG保護者）、牧野恵さん（OBOG保護者）、今田万美子さん（タッフ・理事） 

委員会開催回数（計 5回）：9月 12 日、10月 1日、10月 30 日、12 月 19 日、3月 19日 

 業務：事業会費（・リータクール）の減免について、前期（4～9 月）2 件、後期（10～3 月）３件の申請を受け付け審

査を行い、減免額および奨学基金の運用額をとりまとめ理事会に起案しました（決定は理事会）。 

 既存の月後半入会時の割引、きょうだい割引や新設の 「安心タッートプラン」開始に伴う割引に対応して 「会費等の減免

に関する規程」を改定しました。 

 会費等の減免を支える 「東京シューレ奨学基金規約」を併せて改定し、団体の財政状況を勘案して基金運営計画を策定す

るようにしました。 

 

② 人権委員会（子ども等の人権の保護に関する委員会） 

 目的と業務 

(目的）   

第 1 条 本法人は、本法人の事業および活動に関わる子ども等の人権保護の推進のために、本法人内における子ども

等への性暴力その他あらゆるハラタメントを防ぐことを目的として、子ども等の人権の保護に関する委員会（以下、人

権委員会という）を設置します。子ども等とは、本法人が運営する・リータクール等に所属し、または所属していた子

ども・若者のほか、イベント等への参加者、受託事業等の利用者、および子どもの保護者を含みます。  

（業務）  

第 5 条  

人権委員会は次の通り、理事会に対して、法人内における子ども等への人権侵害やハラタメントを防ぐために必要

な決定、意見表明、提言または助言を行い、再発防止策がとられた場合はその実施状況の検証を行います。   

1. 本法人タッフ・の人権研修内容の助言  

2. 本法人に所属する子ども等への被害予防教育内容の助言   

3. 子ども等に提供している外部相談機関情報についての助言   

4. 子ども等が閲覧できる性暴力被害に関する書籍等の整備についての助言 

5. 相談・通報体制の整備についての助言   

6. 第三者調査検証委員会への協力   

7. 再発防止策の実施状況の検証  

8. 本法人タッフ・採用に関する助言  

9. 本法人ハラタメント防止規定に関する助言  

10. その他人権委員会の目的を達成するために必要な報告、意見表明、提言または助言  

11. その他必要な事項  

 委員構成：安藤由紀さん（委員長）、砂川真澄さん、甲斐田万智子さん※甲斐田氏は 6月退任 

 委員会開催（全 10 回）：4月17日、4月21日、6月18日、6月25日、7月2日、9月14日、1月7日、1月15日、3月3日、3月26日 

 理事会との合同会議（全 1回）：7月 2日 

 履行と再発防止委員会・理事会との合同会議（全 5回）：8月 12 日、12月 16 日、1月 7日、2月 18 日、3月 26 日 

 委員会規程を 2025 年 4 月に改定しました。 
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人権委員会報告書 

２０２４年度活動報告書 

2025 年 4 月 20 日 

 特定非営利活動法人東京シューレ 

子ども等の人権の保護に関する委員会 

委員長 安藤 由紀                                                                                

委 員 砂川 真澄 

本委員会は前年度に続いて、安藤由紀委員長、甲斐田万智子委員、砂川真澄委員の 3 名で活動を始めましたが、6 月

に甲斐田委員が退任したため、以後 2名で業務にあたりました。 

前年度、和解条項の履行と再発防止を担う「履行と再発防止委員会」が設置されたため、本年度は同委員会から、本

法人の子ども等への人権侵害を防止するために取り組むべき項目についての実施状況について報告を受けるようになり

ました(8 月、12 月)。きちんと取り組まれていることを確認するとともに、必要な助言、情報提供、提案を行い、子ど

も等への人権保護に努めました。 

タッフ・対象の通報相談窓口訓練が行われた際、本委員会の 2名が訓練状況を見学し、参加タッフ・に対して助言を

行いました。 

「履行と再発防止委員会」では法人事業の参加者にアンケート調査を行い、被害の把握に取り組んでいますが、その

集約結果及び対応が必要なケータにおけるタッフ・対応について報告を受けましたので、助言と情報提供を行いました。

法人タッフ・による加害行為及び不適切な対応は認められませんでした。 

また、「履行と再発防止委員会」の設置により、再発防止を担う組織ができたことから、的確に機能していることを

確認しました。さらに今年度は理事会に対して「第三者調査検証委員会」の設置に向けて、委員の選定、調査の対象、

調査の進め方等について提案しました。 

人権委員 2名では、人権委員会として多様な視点を提示するのが難しく、理事会に対して人権委員の補充を求めてき

ましたが、実現しませんでした。   

                                

以上 

 

③ 履行と再発防止委員会 

 目的と業務 

第１条 （目的） 

本法人は、性暴力加害事件の被害当事者様との和解条項を誠実かつ着実に履行し続けること、ならびに今後も本法人の

事業および活動に関わる子ども等への性暴力をはじめとするあらゆるハラタメントを防ぐことを目的として、子ども等

の人権の保護に関する策を実施するために履行と再発防止委員会（以下、本委員会）を設置します。子ども等とは、本

法人が運営する・リータクール等に在籍する子ども・若者のほか、イベント等への参加者、受託事業等の利用者、およ

び子どもの保護者を含みます。 

 

第５条 （業務） 

履行と再発防止委員会は、次の通り本法人内における子ども等への人権侵害や、あらゆるハラタメントを防ぐために必

要な策を実施します。 

（1） 子ども等が利用できる人権相談窓口の設置と運営 

（2） 本法人タッフ・への人権研修の実施（タッフ・とはサポートタッフ・及びボランティアタッフ・を含みます。） 

（3） 子ども等への定期的な性暴力予防ワークショフプの実施 

（4） 相談窓口一覧リー・レフトの作成・改訂と周知 

（5） 性暴力に関する書籍の各事業所へ常備 

（6） タッフ・採用時、性犯罪歴、性加害歴を確認し性犯罪歴のある者の雇用防止 

（7） ハラタメント防止規程の確認 

（8） タッフ・が性加害を行ったと思われる場合、迅速で適切な措置 

（9） 被害者を保護するための必要かつ適切な措置 

（10）本法人が運営する事業に参加する子ども・若者等を対象とした年１回のアンケートの実施  

（11）施状況を理事会へ報告  

（12）その他、本法人人権委員会または理事会から意見表明・提言・助言を受けた策を実施  

附則 

２ 第 5条（業務）は、性加害暴力事件の和解条項を基にする。 

 委員構成：川北秀人さん（委員長）、藤井清志さん、今田万美子さん、田澤穂さん 

 委員会開催 （全 27 回） ：4 月 12 日、26 日、5月 10 日、16 日、31 日、6月 6日、20 日、7月 4日、17 日、31 日、
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8 月 19 日、29 日、9 月 12 日、26 日、10 月 17 日、24 日、11 月 7 日、12 月 11 日、26 日、1 月 17 日、31 日、

2月 12 日、3月 7日、21 日、※臨時会議：5月 13 日、5月 21 日、6月 19 日 

 人権委員会・理事会との合同会議開催（全 5回）：8月 12日、12 月 16 日、1月 7日、2月 18 日、3月 26 日 

 委員会規程を 2025 年 5 月に改定しました。 

 

履行と再発防止委員会より活動状況の報告 

取り組み状況について、被害当事者様からご指摘いただいた事項（１７項目）と、実施すべき和解条項（１２項目）の双方に

則って報告いたします。 

■被害当事者様からのご指摘事項(17 項目）に則った報告（２０２４年度までの取り組み状況） 

ご指摘事項 １．大人と子どもは対等ではなく、圧倒的な力の差があるのだということを理解したうえで関わる 

・東京シューレ「倫理綱領」「行動規範」において、子どもと関わる大人が取るべき行動・取ってはならない行動を定めて

おり、ご指摘の趣旨を踏まえた項目が含まれています。今後もこども・保護者とともに検討し、必要に応じて加筆・修正い

たします。 

・当会に関わるタッフ・、理事、講師、ボランティア等には、事前に「誓約書」※への署名を求め、「倫理綱領・行動規範」

の順守を約束してもらっています。 

・２０１９年度以降定期的に実施している人権研修においても、ご指摘事項は研修内容に盛り込まれています。 

※「誓約書」は、過去に性暴力等の人権侵害を行ったことによる告発や公的処分等を受けた経歴がないこと、「倫理綱領・

行動規範」を遵守すること、等について署名を求めているものです。 

 

ご指摘事項 ２．利害関係のない人達で構成された第三者委員会を設置する 

・当会では、外部の有識者による人権委員会を２０１９年以降、設置・運営しています。 

・第三者調査委員会の設置については、その構成や運営について新たに提案をまとめ、被害当事者様のご意見をおたずねし

ており、そのご回答をお待ちしております。 

和解条項該当箇所 ９．被害者を保護するための必要かつ適切な措置 

 

ご指摘事項 ３．第三者委員会はスタッフや子どもに対する性暴力の研修・ワークショップを決定・意見・助言する 

・当会では、タッフ・や子ども・保護者などに対する性暴力の研修・ワークショフプの企画・実施に際して、人権委員会や

外部の有識者のご助言をいただいています。 

和解条項該当箇所 ３．子ども等への定期的な性暴力予防ワークショフプの実施    

 

ご指摘事項 ４．第三者委員会が選んだ外部の相談窓口の体制を整備する（子ども用もスタッフ用も） 

・外部の相談窓口の整備については、下記の和解条項該当箇所に記載しています。 

・タッフ・に対しても子ども・保護者と同様の外部相談窓口の周知を行っています。 

和解条項該当箇所 ４．相談窓口一覧リー・レフトの作成・改訂と周知 

９．被害者を保護するための必要かつ適切な措置 

 

ご指摘事項 ５．性虐待を防止・根絶するため、この安全対策の検証も定期的に行う 

・子ども等に対しては、年 1回の人権アンケートに加え、大きな行事ごとに事後アンケートで事件・事故やいやなこと・困

っていることなどを把握する機会を設け、個別のヒアリングも行うとともに、タッフ・が子どもの状態に不安や支援の必要

性などを感じた場合には、履行と再発防止委員会に積極的に通報し、対応の支援を受けられるようにしています。保護者か

らも、従来からある保護者会やメール等に加えて、個別にもご相談いただける機会を設けております。今後も、相談や支援

の対応を継続的に拡充することから、その説明の機会を設けるとともに、子どもにも保護者にも、安心して利用できる相談・

支援体制を整備してまいります。 

和解条項該当箇所 １０．本法人が運営する事業に参加する子ども・若者等を対象とした年１回の人権アンケートの実施  

1２．その他、本法人人権委員会または理事会から意見表明・提言・助言を受けた策を実施  

 

ご指摘事項 ６．第三者委員会の選んだ外部の講師による人権研修を定期的に受ける（スタッフ・子ども・保護者） 

・2019 年 8 月以降、人権委員会や外部の有識者のご助言の下、毎年人権研修を実施しています。 

和解条項該当箇所 ２．本法人タッフ・への人権研修の実施（タッフ・とはサポートタッフ・及びボランティアタッフ・

を含みます） 

３．子ども等への定期的な性暴力予防ワークショフプの実施 
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ご指摘事項 ７．子どもが SOS を出しやすいようスクールカウンセラーを配置する 

・タクールカウンセラーの設置は現時点で考えておりません。子ども達には、履行と再発防止委員会が窓口を務める人権相

談窓口の設置と、外部相談窓口の周知を行っています。各拠点のタッフ・は、人権にかかわる案件が発見された場合は、履

行と再発防止委員会に通報を行い、委員会と協力して事案の対応にあたります。 

和解条項該当箇所 １．子ども等が利用できる人権相談窓口の設置と運営  

 

ご指摘事項 ８．被害に遭わないために、また、被害に遭ってしまった時に SOS を出せるよう、子ども達がいつで

も手にとれる場所に性暴力に関する書籍を複数置いておく 

・2019 年以降、被害当事者様からご推薦いただいた書籍を各タペータに配置しています。全品紛失なく揃っているかにつ

いて、2024 年度は 4月 30 日に、2025 年度は 5月 14 日に確認を完了しました。 

和解条項該当箇所 ５.性暴力に関する書籍の各事業所への常備   

 

ご指摘事項 ９．入所時に外部の相談窓口のリーフレット一式を渡し、トイレや壁など施設内の各所に常に配置し

ておく 

・2022 年４月以降、入会時に人権相談窓口及び外部相談窓口一覧が掲載されたリー・レフトを会員に配布しております。

また、拠点内の・ロアやトイレの壁などに相談窓口の情報を掲載したチラシを掲示しています。 

和解条項該当箇所 ４．相談窓口一覧リー・レフトの作成・改訂と周知   

 

ご指摘事項 10．業務外の個人的なやりとりは禁止する 

・当会では、東京シューレ「倫理綱領・行動規範」において、子どもとの業務外の個人的なやりとりを禁止しております。

タッフ・には、「倫理綱領・行動規範」の順守を「誓約書」の提出をもって約束してもらっています。 

・ 

ご指摘事項 １１．大人と子どもが対等ではないことを自覚できないまま行われる宿泊行事（イベント）は両者に

とって危険である為、実施しない 

・当会では、2023 年７月以降、安全に宿泊行事が実施されるために、「宿泊行事におけるガイドライン」（2025 年 5 月

に「宿泊行事規程」に変更）を作成、2024 年７月以降は、「宿泊行事におけるガイドライン」を基に「宿泊行事チェフク

シート」を作成し、ガイドライン・規程及びチェフクシートに基づき行事の準備・運営を行っています。 

・行事に参加する保護者および会員には事前説明会に参加いただき、留意事項について説明した上で、「ココロとカラダの

安全を守るために」のリー・レフトの読み合わせを行う他、宿泊行事実施後に履行と再発防止委員会が主幹するアンケート

を実施し、合宿中に人権侵害が起きなかったかを確認することをお伝えした上で、合宿に参加いただいています。 

・合宿後は、上述のとおり参加者を対象としたアンケートを実施し、アンケートの結果については、会員・保護者・タッフ

・に対して個人情報に留意した形で動画をまとめ、報告しています。 

和解条項該当箇所 ３．子ども等への定期的な性暴力予防ワークショフプの実施  

 

ご指摘事項 12．既に外国で取り入れられているように、採用時に性犯罪歴の有無を確認し、有れば採用しない 

＜誓約書について＞ 

2024 年度の在職タッフ・（常勤、非常勤、ボランティア）および役員に対して、2024 年 3 月～4 月にかけて誓約書の再

提出を求めました。以後、年度毎に誓約書を更新します。2025 年度は 4月に在職タッフ・全員の誓約書更新が完了し、役

員に対しては 6月（任期年の切り替わり時期）に更新を予定しています。また講師・実習生・外部協力者に対しても、新規

および年度毎に誓約書の提出を求めています。 

＜タクリーニングについて＞ 

2024 年度より、新規の講師、実習生、ボランティア希望者、外部協力者に対して、本人の同意の下、性加害歴の有無につ

いてのみタクリーニングを行っています。 

和解条項該当箇所 ６．タッフ・採用時に性犯罪歴・性加害歴を確認し、性加害歴のある者の雇用防止  

 

ご指摘事項 13.子どもに対する性暴力を含めた、性暴力防止規程を作成し、就業規則を整備する 

・上述の通り当会では、子どもと関わる大人に対して「過去において、性犯罪、性暴力、児童虐待、 ＤＶ 、その他の不当

な差別的・暴力的言動による人権侵犯を行ったことにより、告発・通告・勧告・説示等の公的処分を受けた経歴がなく、ま

た未来においてもこれら上記の言動」を行わないことを約束する誓約書への署名と提出を求め、定期的に更新しています。 

・ハラタメント防止規程については、「職場におけるハラタメントの防止関する規程」として、雇用関連法令が求める職員

間に関する規程として、２０２2年４月に策定実施しておりますが、子ども・保護者・ボランティア・行事の際の利用先機

関等多様な立場の方々を含めた規程について、外部の専門家の助言を求めながら案を作成中であり、近日中に子どもや保護

者の意見を受けて策定できるよう作業を進めています。 

和解条項該当箇所 ７．ハラタメント防止規程の確認 
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ご指摘事項 14．被害の疑いが出てきた時点で、組織は隠ぺいせずきちんと調査し、被害者が守られるように努め

る。加害者が被害者と接触しないよう加害者には自宅待機命令等を出す。調査の間も被害者が望めば

かわらず通えるように環境を整える 

・当会の人権相談窓口（履行と再発防止委員会）は、子ども・タッフ・からのすべての通報について、職員や理事による隠

蔽が生じないよう、業務全般の監査を行うとともに総会の招集権限を有する当会の監事に、通報を受理した旨の連絡を同時

通報しています。 

・通報を受理した際、人権相談窓口は、被害者をはじめとするこどもの安全確保を最優先に考え対応しています。なお、こ

れらの対応に要する費用に充当できるよう予備費を確保し、適時執行しています。 

和解条項該当箇所 ７．ハラタメント防止規程の確認 

８．タッフ・が性加害を行ったと思われる場合の、迅速で適切な措置  

 

ご指摘事項 15．スタッフが加害した場合は懲戒処分にする 

・当会の「就業規則」第 26条（懲戒）では、タッフ・が規則に違反したとき等に懲戒を行うことを定めています。第２６

条の５（懲戒解雇）では、懲戒解雇に処する基準として①～⑱項目設けており、性加害に関する事項としては「⑫ ハレン

チ、背信な不正不義の行為（セクシュアル・ハラタメントを含む。）をなし、タッフ・としての体面を汚し、本法人の名誉

及び信用を傷つけたとき⑬性暴力等加害行為を行ったとき」に懲戒解雇に処することを明記しています。 

・タッフ・の処分については、当会の人事・コンプライアンタ委員会により審議が行われ、処分の決定をします。２4年度

中の通報・相談は 8件（「業務上の過失による事故の報告」４件、「待遇相談」1件、「職場トラブル相談」3件）あり、

関係者への対応を行いました。 

和解条項該当箇所 ８．タッフ・が性加害を行ったと思われる場合の、迅速で適切な措置  

 

ご指摘事項 16．加害行為が起きた場合「加害者個人の行ったこと」とトカゲのしっぽ切りで済まさず、組織の意

識や構造の問題であるという意識を持つ 

・加害行為が起きた場合はもちろん、その可能性がある場合も含めて、履行と再発防止委員会による調査を実施し、個人に

帰する問題と、組織的な対応を要する問題を整理しながら、同様の事態が再発しないよう、組織的な対応に力点を置いた対

策を進めています。この調査や対応の適正性について、人権委員会による助言や検証をいただき、総会に報告しています。 

和解条項該当箇所 ８．タッフ・が性加害を行ったと思われる場合の、迅速で適切な措置  

 

ご指摘事項 17．調査の結果、加害の有無に関係なく再発防止策を講じる 

・当会では、定期的に人権委員会との合同会議を開催し、通報案件の共有を行い、対応と再発防止策について人権委員会か

ら助言をいただいております。 

＜人権委員会／履行と再発防止委員会設置以降の施策＞ 

・20２０年１月 人権相談窓口設置 

・2022 年 4 月 リー・レフト「ココロとカラダを守るために」刊行 

・2022 年 9 月 「リタク管理規程」制定 

・2023 年 6 月 「危機管理マニュアル」制定 

・2023 年 7 月 「宿泊行事に関するガイドライン」制定／宿泊行事ごとのアンケート開始 

・2024 年 2 月 「誓約書」改訂 

・202４年２月 イベントチェフクシート作成 

・2024 年７月 会員向け 人権アンケート開始（年１回） 

・2024 年９月 「宿泊行事チェフクシート」運用開始 

・2024 年 9 月 リー・レフト「ココロとカラダを守るために」改訂 

            携帯用「人権相談窓口・外部相談窓口」カード 発行 

・2025 年 3 月 タッフ・向け「ハラタメント防止アンケート」開始（年１回） 

・2025 年５月 「宿泊行事規程」制定 

・2025 年 5 月 「ハラタメント防止憲章」制定 ※今後、会員向けの案については、会員や保護者からも意見をいただく

予定です。 

和解条項該当箇所 １１．実施状況を理事会へ報告   

１２．その他、本法人人権委員会または理事会から意見表明・提言・助言を受けた策を実施   

 

  



 

20 
 

特定非営利活動東京シューレ 2025 年度通常総会 議案書 

■和解条項（１２項目）に則った報告（２０２４年度の取組状況） 

和解事項  １．子ども等が利用できる人権相談窓口の設置と運営   

通常総会（２４年６月）で 

ご承認いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・履行と再発防止委員会のタッフ

・委員が窓口を務める人権相談窓

口を設置し、2024 年 5 月から運

用を開始します。  

・履行と再発防止委員会のタッフ・委員

2 名が窓口を務める人権相談窓口を設置

し、2024 年 5 月から運用を開始しまし

た。開始から 11 月現在に至るまで 9件の

通報を受理しており、2件目の通報受理時

より、監事に同時通報を行っています。11

月 13 日現在、日常の見守りレベルに移行

した案件は 4 件、継続対応案件は 5 件あ

ります。また、９件中５件は、外部の専門

機関と連携し対応を行っています。  

・11 月以降 3 月末まで、新規の通報件

数は 2件ありました。  

・見守りレベルに２件移行しました。  

・２４年度の通報は計 11 件でした。11

件のうち、外部協力者からの通報が1件、

タッフ・からの通報が 10 件でした。い

ずれも、状況を察知したタッフ・などが

早期に通報したことにより、外部の協力

団体などとの連携を速やかに進めるこ

とに結びつけたものです。  

一方で、課題として、会員自身が、より

気軽に相談窓口を利用できるようにす

る工夫や、被害や困りごとに自ら意識的

になり、気づきやすくなるための日常的

な取り組みが必要であると考えており、

次年度はこれまで以上に強化していき

ます。  

・２５年 3月末現在で、対応終了／見守

りレベル６件、継続対応５件となってい

ます。  

（参考①、②）  

  

和解事項  ２．本法人スタッフへの人権研修の実施（スタッフとはサポートスタッフ及びボランティアスタッフを含みます） 

通常総会（２４年６月）でご承認

いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・年２回人権研修を実施します。  

・第１回目は６月 11 日に、甲斐

田万智子さんによる「世界の子ど

も権利かるた」を用いた人権研修

を実施します。  

・第２回目は 12 月頃に人権委員

会からのご意見やご提案に基づい

た人権研修を実施します。  

・2023 年度に引き続き、各拠点

のタッフ・から構成される「性に

ついて学ぶ会（性部会）」で、学

期に１回会合をもち、各拠点の

「性についての学び」の取り組み

を共有し、学び合います。   

・第１回は６月 11 日に、「世界の子ど

も権利かるた」を用いた人権研修を実施

しました。   

・第２回は 7月 6日・20 日に、一般社

団法人Ｊ-CAPTA による「CAP 保護者向

けワークショフプ」を開催し、タッフ・

も参加しました。   

・2023 年度に引き続き、各拠点のタッ

フ・から構成される「性について学ぶ会

（性部会）」で、学期に１回会合をも

ち、各拠点の「性についての学び」の取

り組みを共有し、学び合います。 １学

期は７月 30 日に実施しました。  

・各拠点における下記講座・活動で、「性・

人権についての学び」に取り組み、シュ

ーレ通信やタッフ・間の連絡ツール等

で共有しました。  

 王子 ：「社会講座」（参加者平均 3～8

人）「対話カ・ェ」（4～10人）  

「性に関する講座・企画」（4～10 人）  

 大田 ：「カヨウ（火曜）講座」（5～6

人）  

 世田谷 ：「性・いのちに関する講座・企

画」（4～16 人）  

  

和解事項  ３．子ども等への定期的な性暴力予防ワークショップの実施    

通常総会（２４年６月）で 

ご承認いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・タッフ・向けの人権研修を踏ま

え、甲斐田万智子さんによる子ど

も向けの「世界の子ども権利かる

た」ワークショフプを各拠点にて

実施する予定です。  

・各拠点にて一般社団法人 J-

CAPTA による「子ども向けワーク

ショフプ」を実施する予定です。  

・また、一般社団法人 J-CAPTA

による「保護者向けワークショフ

プ」を 7月 6日に開催します。本

研修には、タッフ・も参加する予

定です。  

・タッフ・向けの人権研修を踏まえ、「世

界の子ども権利かるた」を使った子ども向

けワークショフプを各拠点にて実施しま

す。（世田谷：9月実施、王子：９月実

施、大田：12 月実施予定）  

・各拠点にて一般社団法人 J-CAPTA によ

る「CAP 子ども向けワークショフプ」を実

施しました。（世田谷：８月実施、王子：

１０月実施、大田：１０月実施）  

・宿泊ガイドラインの見直しを行い、

「宿泊行事チェフクリタト」（参考③）

を作成し、運用を開始しました。また、

宿泊行事規程策定に向けて案を検討し

ています。  

・各拠点にて、「世界の子ども権利か

るた」を用いたワークショフプをタッ

フ・が実施しました。  
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 和解事項  ４．相談窓口一覧リーフレットの作成・改訂と周知  

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告 

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・相談窓口変更に伴い、新しい相

談窓口の情報を記載したチラシを

4月中に作成し、5月に子ども達

に配布します。  

・リー・レフト「ココロとカラダ

の安全を守るために」の見直しを

行い、6月に配布します。  

・相談窓口の情報を記載した携帯

用のカードを 6月に配布します。  

・5 月の子どもミーティングや、6

月のシューレ通信等で相談窓口の

周知を行います。また、保護者に

対しては、5月の保護者会から、

子どもに対してどのような周知を

行っていくかを含めた説明と窓口

の周知を行います。  

・相談窓口変更に伴い、新しい相談窓口の

情報を記載したチラシを 5月に子ども達に

配布しました。   

・5 月の子どもミーティングや、6月号の

シューレ通信等で相談窓口の周知を行いま

した。また、保護者に対しては、5月の保

護者会から、子どもに対してどのような周

知を行っていくかを含めた説明と窓口の周

知を行いました。   

・リー・レフト「ココロとカラダの安全を

守るために」の見直しを行い、9月に配布

しました。  

・外部・内部の相談窓口の情報を記載した

携帯用のカードを 9月に配布しました。  

・2025 年 2 月号のシューレ通信から、

「履行と再発防止委員会のページ」を

設け、人権相談窓口の周知及び外部団

体の紹介を行いました。  

  

  

和解事項  ５.性暴力に関する書籍の各事業所への常備    

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・被害当事者の方から推奨された

書籍が各タペータに揃っているか

の定期チェフクを毎年 4月に行い

ます。（2024 年度実施済み）  

・同推奨動画についても、毎年、

各タペータで観る機会を年間計画

に組み込み開催いたします。  

・被害当事者様から推奨された書籍が各タ

ペータに揃っているかの定期チェフクを 4

月に行い、揃っていることを確認し、不足

していた書籍については各拠点に補充しま

した。  

・同じく推奨された動画についても、毎

年、各タペータで観る機会を年間計画に組

み込み開催いたします。    

・世田谷タペータにおいて、小学生（８

名参加）と中学生（８名参加）とに分

かれて、被害当事者様からの推奨動画

を見ながら「からだの自己決定」や「同

意」について体験談を出し合ったり、

話し合ったりして考えを深めました。  

   

和解事項  ６．スタッフ採用時に性犯罪歴・性加害歴を確認し、性加害歴のある者の雇用防止    

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度（２５年３月）までの 

追加報告  

・新規採用者に対して、本人同意

の下、性加害歴の有無を確認し、

誓約書の提出を求めます。  

・ボランティア希望者や講師、新規採用者

等に対して、誓約書の提出を求めました。

また、性加害歴の有無についてのみ、本人

の同意の下、委員会においてタクリーニン

グを行っています。  

・23 年 3 月末日時点での在職者について

は、全員誓約書を再提出しております。  

・11 月以降、実習生 8 名、講師 5 名

分のタクリーニングを行い、すべての

方から誓約書にサインをいただきまし

た。  

・在職中のタッフ・についても、年度

単位で誓約書の提出を求めることが決

まりました。  

  

和解事項  ７．ハラスメント防止規程の確認    

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・子ども若者やボランティアも対

象とする当会の活動の実情に即し

た規定を策定するため、役職員と

子どもや保護者とともに改定版の

策定に向けて議論を進めます。

（24 年度中に実施予定）  

・子ども若者やボランティアも対象とする

当会の活動の実情に即した規定を策定する

ため、役職員と子どもや保護者とともに改

定版の策定に向けて、委員会で改定案の作

成を進めています。  

・組織内におけるハラタメントについて、

タッフ・向けのアンケート調査を実施する

予定です。  

・東京シューレ「ハラタメントに関す

る憲章」策定作業を進めています。（参

考④）  

・常勤・非常勤・ボランティアタッフ

・を対象としたハラタメントに関する

アンケートを実施しました。（対象者

27 名、回答者 1８名、回収率６６％）。

２５年 5月に、回答結果にもとづく共

有会議を行う予定です。  
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和解事項  ８．スタッフが性加害を行ったと思われる場合の、迅速で適切な措置    

通常総会（２４年６月）でご承諾い

ただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・年 3回、通報相談窓口訓練を実

施します。第 1回は 24 年 4月 3

日に実施し、第 2回は 7月、第 3

回は 12 月に実施します。  

・各タペータでもサポートタッフ

・を含めた通報・相談を想定した

対応訓練を行います。  

・各訓練で得た知見や気づきを通

報相談窓口の対応・ローに反映し

ます。  

・子ども若者やボランティアも対象とする

当会の・年 3回、通報相談対応訓練を実施

します。第 1回は 24 年 4月 3日（被害者

への対応想定）、第 2回は 7月 16 日（加

害者への対応想定）に実施しました。第 3

回は 12 月に実施します。  

・各タペータでもサポートタッフ・を含め

た通報・相談を想定した対応訓練を行いま

す。  

・各訓練で得た知見や気づきを通報相談窓

口の対応・ローに反映します。  

・第３回の通報訓練は 1月７日に、希

死念慮への対応を想定して実施しまし

た。  

・サポートタッフ・を含めた通報相談

訓練は、２５年度から実施を予定して

います。  

  

和解事項  ９．被害者を保護するための必要かつ適切な措置    

通常総会（２４年６月）でご承諾

いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月までの 

追加報告  

・被害者をはじめとする子ども

の安全確保が最優先であるとい

う認識のもと、家庭・シュー

レ・その他の施設を含めた安全

確保の在り方について検討し、

その実施に備えて、24 年度から

は予備費として予算を確保しま

す。  

・被害者をはじめとする子どもの安全確保が

最優先であるという認識のもと、家庭・シュ

ーレ・その他の施設を含めた安全確保の在り

方について検討し、その実施に備えて、24

年度からは予備費として予算を確保しまし

た。通報案件９件中１件について、本予備費

を執行しました。  

・緊急時や、長期的な支援の体制を強化する

ために、外部機関との連携を進めています。

11 月現在、被害を受けた際にすぐに相談・

対応を依頼できる等の専門機関 5団体に対し

て、当会の事情を説明した上で、必要に応じ

た連携協力の要請を行いました。今後、連携

が取れた機関については、子ども達が適切に

アクセタできるよう、子ども・保護者向けに

情報を開示していきます。  

・新たに１団体に対して、当会の事情を

説明した上で、必要に応じた連携協力

の要請を行いました。これまでに計６

団体からご協力の同意をいただいてい

ます。  

・所属していた方々を対象とした通報

相談窓口の設置と支援体制に関する案

について、人権委員会・理事会・履行と

再発防止委員会による合同会議を臨時

で２回開催し、各参加者からの意見を

踏まえ、草案に取りまとめました。（参

考⑤）  

  

和解事項  １０．本法人が運営する事業に参加する子ども・若者等を対象とした年１回の人権アンケートの実施  

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・子ども向けのアンケートを 7

月に実施します。  

・宿泊イベントのアンケートに

ついては、イベント開催毎に履

行と再発防止委員会が実施し、

取りまとめを行います。  

・アンケートの結果について

は、理事会と人権委員会に報告

し、必要に応じて対応します。  

・子ども向けのアンケートを 7月に実施しま

した。また、8月には、アンケートの速報を

動画にて子ども・保護者向けに公開しまし

た。（アンケート配布数 54、回答数 21、回

収率 39％）  

・宿泊イベントのアンケートについては、イ

ベント開催毎に履行と再発防止委員会が実施

し、取りまとめを行いました。アンケートの

結果は、理事会と人権委員会に報告し、必要

に応じて対応しました。今年度は、8月に大

田シューレ、9月に王子シューレで宿泊イベ

ントを実施し、それぞれに対してアンケート

を行い、アンケート結果を動画にて報告しま

した。  

（大田宿泊イベント：アンケート配布数 11、

回答数 8、回収率 72.7％  

王子宿泊イベント：アンケート配布数 10、回

答数 10、回収率100％）  

・3 月に行われた「タキー・タノボ合

宿」のアンケートを実施しました。（対

象者 13 名、回答数 9 名、回収率

69.2％）  

・アンケートの内容を受け、必要に応

じて対応を行い、アンケートの結果は、

理事会と人権委員会に報告しました。  
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和解事項  １１．実施状況を理事会へ報告    

通常総会（２４年６月））で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・委員である代表理事から、理

事会への報告を実施します。  

・委員である代表理事、タッフ・理事か

ら、理事会にて委員会業務の進捗報告を行

いました。  

また８月には人権委員会と理事会との合同

会議を開催し、進捗について詳細な報告を

実施しました。  

・委員である代表理事、タッフ・理事

から、理事会にて 11 月以降４回（1年

間で合計 11 回）、委員会業務の進捗報

告を行い、必要に応じて起案・討議し

ました。  

・また、１１月以降、人権委員会と理

事会との定例合同会議を 12 月と３月

に、臨時合同会議を１月と２月に実施

しました。  

  

和解事項  1２．その他、本法人人権委員会または理事会から意見表明・提言・助言を受けた策を実施   

通常総会（２４年６月）で 

ご承諾いただいた計画  

臨時総会（２４年１２月）での 

経過報告  

２４年度末（２５年３月）までの 

追加報告  

・2024 年度も人権委員会と履行

と再発防止委員会との合同会議

を実施し、ご指摘・ご提案いた

だいた事項について、方法・体

制・時期等を検討しつつ、速や

かに実施できるよう進めてまい

ります。  

・2024 年度も人権委員会と履行と再発防止

委員会との合同会議を実施し、人権委員会

からご指摘・ご提案いただいた事項につい

て、方法・体制・時期等を検討しつつ、速

やかに実施できるよう進めています。今年

度は人権委員会と理事会との合同会議を学

期に１回実施を予定し、8月に第１回目（実

施済）、12 月に第 2回目、3月に第 3回目

を予定しています。  

・人権委員会と履行と再発防止委員会

との合同会議の第２回目を 12 月に、

第３回目を３月に実施しました。  

・上記に加えて 11 月以降、臨時合同

会議を 1月と２月に実施しました。  

 

 

 

（参考①）2024 年度_通報相談案件  
 
2024 年度に受けた通報 

案件番号 緊急度レベル 外部専門団体との連携の有無 現状 

2024-001 － なし 対応終了 

2024-002 － なし 対応終了 

2024-003 1 なし 対応終了／見守り 

2024-004 3 なし 対応終了／見守り 

2024-005 3 施設を利用させていただいた 対応終了／見守り 

2024-006 3 個人名を伝えずに助言をいただいた 対応継続中 

2024-007 1 個人名を伝えずに助言をいただいた 対応継続中 

2024-008 3 個人名を伝えずに助言をいただいた 対応終了／見守り 

2024-009 3 個人名を伝えずに助言をいただいた 対応継続中 

2024-010 3 なし 対応継続中 

2024-011 3 個人名を伝えずに助言をいただいた 対応継続中 

緊急度レベル 

３…事案が発生しており、且つ被害加害が想定される案件 

２…事案は発生しているが、見守りか即応か判断しかねる案件 

１…事案としてまだ発生していないが、見守りが必要な案件 
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（参考②）通報対応フローおよび各案件の対応経過 
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（参考③）宿泊行事チェックリスト 

  
【報告用】宿泊行事チェックリスト 行事名：

添付書類（必須）

　・旅行計画書 宿泊行事実施日：

　・参加名簿

記入者：

事前

チェック

欄

事前確認事項／備考

計画段階におけるスタッフ研修並

びスタッフ体制について

１）スタッフ研修 宿泊行事に関わるスタッフは、事前に倫理綱領・行動規範・ガイドラインの読み

合わせを行う

宿泊行事に関わるスタッフは本法人が実施している人権研修に過去2回以上参加し

ていること。ただし、人権研修参加が2回に満たない場合は人権委員会が推薦した

性暴力関連図書、依存関連図書を読了し、同年度内に人権研修を必ず受講するこ

と。

 担当スタッフは本ガイドラインで定める事項に沿い計画を立案し、スタッフミー

ティングで確認を行うこととする。

２）実施計画書、予算書、チェック

リスト、誓約書
宿泊実施予定日の1か月前を目途に実施計画書及び予算書を作成し、スタッフミー

ティングに意見を求めた上で、履行と再発防止委員会に提出し承認を得る。

「宿泊行事チェックリスト」を引率スタッフによる確認を行っている。

実施予定日の2週間前を目途に「宿泊行事チェックリスト」を作成し、履行と再発

防止委員会に提出し承認を得る。

宿泊先及び必要に応じた訪問先団体から誓約書を受け取る。※団体用の誓約書は

別途作成⇒会員と接触しうる関係者に対して事前スクリーニングと誓約書を取る

こと。

履行と再発防止委員会とイベント終了後のアンケート配布方法及び回収方法につ

いて検討できているか

３）引率スタッフの人数 今回のスタッフは　　　　　　と　　　　　　が引率する

宿泊する子どもは　　　名　　　　日帰りは　　　名

引率スタッフは原則 2 名以上とする

 基本は大人 1 人に対して、子ども 7 名までとする

引率スタッフは参加者の年齢を考慮しているか

参加者の中に特別な配慮が必要な人がいるか

スタッフの経験を考慮した人選か

行事の内容を考慮した人数か

４）スタッフの男女の割合 参加者（子供）　男　宿泊　　名　日帰り　　名

　　　　　　　　女　宿泊　　名　日帰り　　名

引率スタッフ　　男　名　　/　　女　名

参加者が男性、女性（この場合の性別は性自認による）ともいる場合は、基本は

スタッフは男性、女性それぞれ 1 名は配置すること

５）事前現地調査の実地 目的地までの道順や道路の状況の確認

目的地までの所要時間を把握

公共交通機関を使用する場合、交通事情や乗換駅の状況把握

休憩と昼食場所の確認（場所の適正と安全性）

参加人数が入れるか。トイレの数は十分か。

雨天時の対策が取れているか

不足の事態に備え、現地の医療機関、警察署、保健所、タクシー会社などの連絡

方法を確認

宿泊先の施設について

設備の状況、部屋の配置、避難経路、避難先の確認

遠方等の理由により現地調査が困難な場合は、訪問先・宿泊先等に直接確認を行

う等代替措置を取ること

計画段階におけるリスクの確認 宿泊行事中の以下の場面においてリ

スクを確認し、その対策を検討して

おくこと
①日帰り参加の帰り時間の確認

【日帰り参加者がいる場合】 ②日帰り参加者の帰宅方法確認

③日帰り参加者から帰宅後にシューレへ連絡を入れることを約束できている

④日帰り参加者の保護者への引き渡し方法の確認（初等部の場合は、保護者のお

迎えを必須とする）

⑤日帰り参加者から連絡がない場合、連絡をする担当スタッフを決めている

⑥宿泊せずに二日目から参加する場合、朝何時に集合か検討できているか

⑦二日目から参加する場合、自宅から出発した際に連絡を入れることを確認して

いるか

移動中のリスク
① 移動中のスタッフ体制について（先頭、最後尾のスタッフ）検討できているか

②途中で気分が悪くなった会員がいた場合や、乗り遅れがあった場合の検討がで

きているか

プログラム中のリスク ①病人、怪我人が出た場合の連絡先を確認しているか

② 行事中は一人で行動しないことの約束ができているか

食事中のリスク ①アレルギーの有無について申込書に記入欄を設け、引率スタッフ全員が把握で

きているか

②食物アレルギーのある参加者がいることについて宿泊先に伝えているか

③アレルギー反応が起きた場合の対応方法についてもスタッフで共有できている

か

自由時間のリスク ①自由時間の過ごしたかのルールについて子どもとスタッフとで共有できている

か

②外出のルールについて共有できているか

入力中のリスク ①大浴場での入浴の際は、原則スタッフは子どもとは同時に入浴しない体制ができてい

るか。スタッフ体制が取れない場合は、スタミで検討すること。

②浴場内で体調不良を起こした場合の対策が取れているか

消灯までのリスク ①消灯時間、消灯後の過ごし方のルールについて子どもとスタッフで共有できて

いるか

体調不良者のリスク ①予測される体調不良に対して備品の用意をしているか

②体調不良者がでたときのスタッフ体制は検討されているか

③体調不良者がでたときの部屋の使い方を検討されているか

就寝時のリスク ①スタッフと子どもは同室で就寝しない体制が取れているか

その他 ① その他、行事の特性として想定すべきリスクを考えられているか

　・宿泊先の図面を部屋の割振り表
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行事当日について スタッフの動きに関すること
① 引率スタッフはいつでも保護者、他のスタッフと連絡がとれる体制をとること

②保護者とは、公式LINE、メール、電話（場合によってはスタッフ個人の電話）

を使い連絡を取る

③子どもとは、公式LINE、電話（場合によってはスタッフ個人の電話）を使い連

絡を取る

④ 引率スタッフは毎日ミーティングを開き、行事計画の実施の状況と課題を確認

する

⑤日帰り参加者解散時に保護者メール・公式LINEでの発信をする

⑥その日の活動終了時点で保護者メール・公式LINEでの発信をする

⑦スタッフの振り返りミーティング終了後に、その日の活動の様子と問題はな

かったどうかをスタッフteamsに報告を行う

施設の利用に関すること

① 担当スタッフは参加者の性別年齢を考慮し、宿泊施設の部屋割を決め、事前に

保護者の同意を得ること

②スタッフとは参加者の部屋は別室にしているか

③施設内の部屋の配置を把握しているか

④浴室の使用方法について決めているか

⑤ 貴重品の管理方法について決めているか

⑥施設の避難経路の確認を行っているか

緊急対応について 参加者名簿の作成 ①参加者名簿は作成しているか

②緊急連絡先は掲載しているか

緊急時の連絡体制 ①イベント中に人権侵害が起きた場合は、早急に履行と再発防止委員会に報告を

行うことがスタッフ同士で共有されているか

②現場における緊急事態対応責任者を決めているか

③人権侵害以外の天災、怪我、事故等に巻き込まれた場合は、早急にスタッフ代

表理事に報告し、対応を相談することがスタッフ同士で共有されているか

保護者に対する事前学習会・説明

会の実施と同意書について

保護者説明会 宿泊行事を行う際には事前に保護者学習会・説明会を開き、参加予定の保護者に

は必ず出席してもらう。その際、以下の項目については必ず説明を行う。また、

出席が難しい保護者にはそれに代わることを行うこと。

① 性暴力加害事件について

② 日程、スケジュールについて

③ 宿泊先とその周辺の環境について

④ 移動手段について

⑤ 引率スタッフについて

⑥ 緊急時の対処法、連絡先、連絡方法について

⑦ 部屋割りについて

⑧ 行事が中止になる場合について

⑨ 保護者に迎えに来てもらう場合について

⑩ 終了後のアンケートの提出について

⑪ 冊子「ココロとカラダを安全に守るために」の案内

同意書 同意書を作成し、全参加者の保護者から署名をもらえているか

参加者に対する事前学習会・説明

会の実施と同意書について

参加者説明会について 宿泊行事を行う際には事前に参加者学習会・説明会を開き、参加予定の者には必

ず出席してもらう。その際、以下の項目については必ず説明を行う。また、出席

が難しい者にはそれに代わることを行うこと。

① 人権学習、性教育学習

② 日程、スケジュールについて

③ 宿泊先や移動手段について

④ 引率スタッフについて

⑤ 緊急時の対処法、連絡先、連絡方法について

⑥ 部屋割りについて

⑦ 行事中の行動規制について（就寝以降の部屋の移動や一人行動など）

⑧ 行事が中止になる場合について

⑨ 保護者に迎えに来てもらう場合について

⑩ 終了後のアンケートの提出について

⑪ 冊子「ココロとカラダを安全に守るために」の読み合わせ

同意書について 同意書を作成し、全参加者から署名をもらえているか

行事終了後のフォローとアンケー

トの実施について

スタッフの振り返りの実施
担当・引率スタッフは行事終了直後（解散直後）に振りかえりミーティングを行

い、参加者の体調、対応すべき問題の有無、スタッフの対応状況等について情報

共有を行う。その際に、対応すべき事項が確認された場合は、速やかに対応する

参加者アンケートの実施 アンケートの準備　作成者→履行と再発防止委員会

その際には以下の項目については必ず入れて行う

① スタッフから会員への人権侵害行為や暴力行為の有無

② 参加者による人権侵害行為や暴力行為の有無

③ 活動参加者以外からの人権侵害行為や暴力行為の有無

ガイドラインの振り返り・見直し

について

行事直後のスタッフミーティング、

理事会で報告を行い、ガイドライン

の見直す

チェックリスト及びガイドライン改定の見直しはあるか　　　あり/なし
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（参考④）東京シューレハラスメント防止憲章 

 

 

 

東京シューレ ハラスメント防止憲章 

 

本憲章は、特定非営利活動法人東京シューレ （以下 「本法人」という。）の活動に参加する子ども・若者、保護

者、イベント等への協力者、講師 ・ラランティアやポーートスタッフを含む役職員 （以下、子ども・保護者 ・スタ

ッフ等とする）が個人として尊重され、いかなるハラスメントも受けることなく、安心 ・安全に過ごせることを目

的とします。 

 

第一条 ハラスメントの定義 

 本憲章におけるハラスメントとは、不適切な言動によって、不利益又は損害を与えること、あるいは尊厳や人権

を侵害するあらゆる行為を指します。 

 

第二条 ハラスメントに対する基本方針 

 ハラスメントは、個人の尊厳を不当に傷つけ、精神的 ・身体的損害を与える人権侵害であり、社会的にも許され

ない行為です。本法人は、あらゆるハラスメントを見逃したり、放置したりしないことを、ここに宣言します。 

 

第三条 本法人の子ども・保護者・スタッフ等の義務 

 本法人の子ども・保護者 ・スタッフ等は、お互いの人権を尊重し、あらゆるハラスメントを予防するとともに万

が一発生した場合には適切に対応する義務を負います。 

 

第四条 法人の責任 

 ハラスメントの防止及び対策について責任は、本法人の理事会にあり、具体的な防止及び対策は、履行と再発防

止委員会が主管します。履行と再発防止委員会は、本法人の取組み状況を人権委員会に報告し、人権委員会は、ハ

ラスメントの防止及び対策が適切かどうかを判断し必要に応じて助言・指示等を行います。 

 

第五条 ハラスメント防止及び対策のための措置 

 本法人は、ハラスメント防止及び対策のための措置として、子ども・保護者 ・スタッフ等それぞれに向けた研修

等を適宜行うとともに、通報相談窓口を設置します。加害者 ・被害者のどちらもスタッフの場合は、人事 ・コンプ

ライアンス委員会が、それ以外のあらゆるハラスメントは、履行と再発防止委員会が通報相談窓口を務めます。 

 子ども・保護者 ・スタッフ等は、ハラスメントを目撃したり、ハラスメントを受けた場合は、通報相談窓口に通

報します。窓口への相談が安心できない場合は、信頼できるスタッフ等に相談し、相談を受けたスタッフ等は、安

全が確保できる機関に通報します。通報相談を受けた際、両委員会は、被害者の安全を確保するとともに、関係者

へのヒアリングを行い、必要に応じた措置を講じます。また、事案が発生した場合は、必要に応じて外部支援機関

や専門家等の力も借りて対応します。 

 

私は、上記の憲章の内容を理解し、憲章の方針に同意します。  

 

日付 

署名 
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（参考⑤）所属していた方々を対象とした通報相談窓口の設置と支援体制に関する「草案」 

  



 

29 
 

特定非営利活動東京シューレ 2025 年度通常総会 議案書 
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④ 人事・コンプライアンス委員会 

 目的と業務 

（目的） 

タッフ・、子ども、保護者および東京シューレＮＰＯ会員が処遇、評価、配置、ハラタメントなどについて相談・申し立て

ができるようにするために、理事会に人事・コンプライアンタ委員会を設置します。 

２．本規定で言うタッフ・とは、常勤の他、非常勤、ボランティアを含みます。 

３．本規定で言う子どもとは東京シューレに所属する子ども・若者のほか、イベント等への参加者、受託事業の利用者のこ

とを言います。 

第４条 （任務） 

委員会はタッフ・、会員、保護者に対するハラタメント、人権侵害等への対応を職務とし、次のことを行います。 

①通報、相談の受付 

②通報、相談に関する調査 

③理事会に対する報告および、是正・改善の提案 

④再発防止の取り組みおよび業務体制の整備と、その実効性の検証 

２．前項①の受付の窓口は社外（外部）理事とします。 

第６条（人事会議）  

日常の人事を進めるために、委員会に人事会議（諮問機関）を設け、次のことを行います。  

①日常業務の進め方や体制などに対するタッフ・へのヒアリング  

②タッフ・の配置や組織全体の構成に関する方針作成と実務  

③採用に関する方針作成と実務  

④タッフ・研修の企画・運営  

２．人事会議の構成員は職員から選出された代表理事と各拠点の拠点長とし、必要に応じて委員が陪席します。 

 委員構成：川北秀人さん、山岡茂治さん、鈴木祐司さん（9月退任）※鈴木裕司さん退任後は臨時委員として保護者理事 

 委員会開催（全 12 回）：8月 11 日、8月 27 日、10 月 14日、10 月 21 日、11月 17 日、1月 13 日、1月 20 日、 

1 月 27 日、2月 24 日、2月 25 日、3月 3日、3月 24 日 

 通報・相談対応 

2024 年度の本委員会への通報 ・相談は8件、内訳は 「業務上の過失による事故の報告」が 4件、「タッフ・の働き方の中で

の待遇等に関する相談」が 1件、「職場内でのトラブルに関する相談」が 3件でした。すべての案件について、関係者へのヒ

アリングやアンケートなどの調査にもとづく再発防止策や規程の策定などを進め、うち６件については対応を完了し、当事

者からの了解も得ています。残る 2 件は継続しています。2023 年度の件数が 4 件であったことに対し、対応件数は大きく

増加しています。 

 

1 事故報告 ヒアリング調査および再発防止策の指示等必要な対応を実施 

2 事故報告 ヒアリング調査および再発防止策の指示等必要な対応を実施 

3 待遇相談 タッフ・アンケート実施および新規規定の検討、対応継続中 

4 職場トラブル相談 ヒアリング調査および再発防止の指示等必要な対応を実施 

5 事故報告 ヒアリング調査および再発防止策の指示等必要な対応を実施 

6 事故報告 ヒアリング調査および再発防止策の指示等必要な対応を実施 

7 職場トラブル相談 ヒアリング調査および再発防止の指示等必要な対応を実施 

8 職場トラブル相談 対応継続中 

 

 その他 

規定変更 9 月 

 委員の選任に際し外部理事が職務に当れない場合に備えて、保護者理事から臨時委員を指名できるよう規定の変更を行いま

した。 

 人事会議開催 ：４月 10 日、4月 26 日、5月 17 日、5月 28 日、6月 13 日、7月 2日、7月 16 日、8月 2日、9月 19 日、

10 月 1日、10 月 8日、10月 22 日、10 月 29 日、11月 26 日、12 月 17 日、1月 7日、1月 14 日、1月 28 日、2月 26

日、3月 21 日 

 案件 ：非常勤 ・常勤タッフ・採用、人事配置、拠点長人事、拠点長業務の整理 （業務の適正化）、各部門事業計画、タッフ・

研修計画、鍵管理規程案作成、労使協議協定に関すること （36 協定、賞与、勤怠管理、中退共掛金の改善、労働関係規程の

改定、誓約更新） 
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⑤ 情報セキュリティ委員会 

 目的と業務 

  委員会開催（全８回）：7月 22 日、9月 18 日、9月 25 日、10 月 16 日、11 月 19 日、12 月 2 日、2月 5 日、2月 19 日  

 9 月 24 日に全タッフ・対象に情報セキュリティ研修を実施したほか、情報セキュリティ規程に基づく業務、マイクロソ・ト

365、セールタ・ォータデーッベータの運用管理、PC導入と廃棄等の通常業務を行いました。  

 これまでは実務上の必要から 「情報セキュリティチーム」として東京シューレの IT 機器の管理や運用ルール、セキュリティ

規程などをおこなっておりましたが、このたび理事会にて委員会規定を制定し 2024 年 10 月より法人内の正式な委員会と

して活動を開始しました。  

 これまであった２つのポリシー （「撮影 ・録音、取材 ・情報提供に関するガイドライン」 ・ 「写真 ・動画撮影および活用に関す

るガイドライン」）を元に東京シューレ法人としてのポリシーを制定しました。こちらについては今後ホームページにて掲載

していく予定です。 

  

⑥ スタッフ給与待遇改善委員会 

本委員会を廃止し、人事・コンプライアンタ委員会（人事会議）に業務を移管しました。 

 

（6） 諸規程・ガイドライン等の整備 

下記の規程類の制定や改定を行いました。 

 人事・コンプライアンタ委員会規程の改定（2025 年 5 月） 

 子ども等の人権の保護に関する委員会規程の改定（2025 年 5 月） 

 履行と再発防止委員会規程の改定（2025 年 5 月） 

 経理規程制定（2024 年 5 月制定、11 月改定） 

 タッフ・採用基準（2024 年 7 月） 

 情報セキュリティ委員会規定制定（2024 年 10 月） 

 財政委員会規定を改称→ 「会費等の減額に関する審査および東京シューレ奨学基金の運営に関する委員会規定」制定 （2024 年 9 月） 

 会費等の減免に関する規程改定（2024 年 9 月、11 月） 

 東京シューレ奨学基金規約の改定（2024 年 9 月制定） 

 情報公開・情報発信ポリシーの制定（2025 年 5 月） 

 定款変更（2024 年 12 月・認証 3月） 

 宿泊行事におけるガイドライン改定し宿泊行事規程制定（2025年 5 月） 

 ハラタメント憲章制定（2025 年 5 月） 

 リタク管理・危機管理マニュアル（改定作業中） 

 ハラタメント防止規程（策定作業中） 

 通勤手当支給細則制定 

 

（7） その他運営・経営に関する取組 

① 寄付・認定 NPO 法人化 

 会員・個人・団体から、年間で計 144 名（のべ 304 名）から、総額 1609 万 7516 円（うち 1226 万 9150 円は 2023

年度以前に 2024 年度分としていただいた個人からのご寄付と企業からの寄付助成です）のご寄付 ・助成をいただきまし

た。 

（目的）   

第1条 この規程は、特定非営利活動法人東京シューレの情報資産および文書管理を統制する情報セキュリティ委員会 

（以下「委員会」という。）を理事会に設置し、その運営について必要な事項を定める。   

（所管業務）  

第3条 本委員会は次に掲げる事項について業務・審議し、理事会へ報告する。   

①法人の文書管理および情報資産管理の体制とその整備に関する事項   

②情報セキュリティの確保に関する事項   

③情報セキュリティ関連規定の策定及び改定に関する事項   

④情報セキュリティポリシーの遵守状況の調査及びその評価に関する事項   

⑤情報セキュリティポリシーに基づく個別対策の進捗状況の把握と必要な措置の検討   

⑥本組織における情報セキュリティに関する重要事項   

⑦本組織における情報セキュリティに関する教育及び啓発に関する事項   

⑧その他必要な事項   
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 ナイキジャパン様から、タポーツの機会の促進のための物品寄付をいただき相当金額を計上しました。 

 東京シューレ奨学基金 154 万 8354 円には、保護者・関係者からご支援をいただきましたことを感謝申し上げます。 

 臨時総会で認定ＮＰＯ応援寄付の取り組みを定め、寄付募集を促進しました。年度当初、寄付 ・・ンンドレイジングのた

めのチームづくりを計画しましたが着手できず、継続的計画的な取組は課題です。 

 認定NPO認定申請を24年 10 月に東京都へ再度行い、現在、認定審査が進行中です。2025 年 6月 11 日に現地調査実施。 

 東京都からの指摘により、2022 年度活動計算書の費用按分による端数の修正を行いました。 

② 業務の効率化・費用の削減・協力 

 理事会、委員会、タッフ・ミーティング等の会議はオンラインを継続し費用を抑えました。 

 外部理事より委員会報酬のご辞退によるご協力をいただきました。 

 王子ビル 2階 （24 年 6月末）を計画どおり撤去し 24 年度の家賃負担を削減し、さらに 5階 （25 年 3月末）撤去を臨時

総会で決め、25 年度の固定費を削減しました。 

 ・リータクール事業の業績からタッフ・冬季賞与 （月給の 0.5 カ月分）の支給を中止しました （残業代相当の調整手当の

加算を期末特別賞与として支給） 

 経理・給与計算の派遣タッフ・による業務委託を 11 月で終了し給与計算は外注する費用抑制を図りました。 

③ 資金調達・長期借入 

 大田ビル土地建物の借入金返済は、土地取得分の返済が終わる 2026 年度まで負担が大きいため、シューレ活動の安定持

続を目的に、保護者、役員、タッフ・等からの関係者借入 （いわゆる私募債）を再開し、3名から総額 250 万円 （累計で

は 13 名から 1250 万円）の貸付け協力を得ました。 

④ 施設・設備・備品、その他固定資産 

 麻績村土地地上権の購入 2023 年度通常総会にて、６月に購入手続きが完了する予定であるとしていましたが、理事会

事務局の手続き不備により、購入がずれ込み 11 月 30 日に売買が完了いたしました。この経過において、6月～11 月分

の６カ月間の地代 24 万円を予算外に発生させたため、24 万円については理事およびタッフ・が責任を持つべきものと

考え補填することし、臨時総会にて報告しました。 

 王子ビル 2階、５階撤去に伴う費用については、経常外費用に雑損失で計上し、下記のとおりでした。 

原状回復工事費用：2階 88 万円  5 階 62 万円 

2 階明渡し時の5階照明設備設置 13万 4,000 円 

明渡し拠点撤去に伴う廃棄物処理費用（2階、5階）：27万 1,112 円 

資産の除却 22万 21 円 

明渡しに伴う補償金の返還 2 階明渡し 125 万円、5階明渡し時 253 万 7500 円 

 

■12. 決算に関する報告 
（1） 決算の概要 

① 2024 年度決算（損益）の概要  

 非営利 （NPO）事業における収益は 9088 万円 （うち・リータクール 4712 万円、世田谷 4374 万円）、経常費用は1億

323 万円（うち事業費 8623 万円、管理費 1699 万円）、経常損益は▲1235 万円でした。経常外損益を含めると、NPO

事業の収支は▲1487 万円でした。（予算は収益 1億 8万円、費用 1億 2373 万円で収支とともに縮小・圧縮） 

 収益事業 （保育所貸付）における収益 1945 万円、費用は本部経費等を按分し 834 万円、経常損益は 1111 万円でした。 

 寄付 ・助成金は、会員 ・個人、企業等から 1609 万 7516 円 （うち 2023 年度受取分1226 万 9150 円）で大変助けられ

ました。あらためて感謝申し上げます。 

 定款および入会金 ・会費規定に基づき、使途特定のない一般寄付金とNPO入会金 ・年会費合計 249 万 9400 円を基本金

に組み入れました。（基本金は、収益から控除し活動に必要な施設の取得と整備に充当する目的のもの） ました。 

 人件費は、収益事業に按分している額を含めて 7242 万円、経常費用の 64.9％をかけています。（2023 年度末退職タッ

フ・への退職金および有給休暇買い取りが含まれています） 

 各タペータの事業別損益の状況は、王子シューレ▲174 万円、大田▲367 万円（東京都補助金予定 192 万円は 2025 年

度に計上のため今年度は入っていません）、世田谷 1030 万円（人件費の一部、研修費等が本部・管理費に計上されてい

るため差額が大きくなっています）でした。 

 経常外費用は、借入金の支払利息 231 万円、王子ビル2階 5階引渡しによる原状回復工事、廃棄物処理、固定資産除却

等 232 万円でした。 

 経常損益、経常外損益をあわせ当期損益は▲533 万 9514 円、税引き後▲767 万 5814 円でした。 

② 貸借（損益以外のお金）の概要  

 大田土地建物の長期借入金を 1483 万円返済しています。 

 タッフ・、保護者、ＯＢから計 250 万円の長期借入（いわゆる私募債）を行いました。 

 期末の現預金は、7155 万 9968 円で、前期末比3324 万 9179 円減少しました。 
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  ２０２４年度　活動計算書（その他事業がある場合）
（単位：円）

特定非営利活動に係る事業 その他収益事業

金　　額 小計・合計 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益

１　受取会費 2,020,000 0 2,020,000

NPO入会金 340,000

NPO受取会費 1,490,000

NPO受取支援会費 190,000

２　受取寄附金 8,828,366 0 8,828,366

受取寄付金（一般の寄付金） 479,400

受取寄付金（特定の寄付金） 7,796,466

受取寄付金（特定の寄付金：受贈益） 552,500

３　受取助成金等 7,269,150 0 7,269,150

受取助成金 7,269,150 0

４　事業収益 74,505,636 19,452,000 93,957,636

フリースクール 事業収益 74,505,636 0

ホームエデュケーション事業収益 0 0

賃貸料収益 0 19,452,000

５　その他の収益 ▲ 1,735,690 0 ▲ 1,735,690

雑収益 763,710

基本金組入額 ▲ 2,499,400

経　常　収　益　計 90,887,462 19,452,000 110,339,462

【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費

（１）人件費 59,734,458 2,007,100 61,741,558

役員報酬 0 349,500

給料手当等 49,593,086 1,353,444

法定福利費 6,982,886 164,880

福利厚生費 46,157 0

退職給付費用 3,112,329 139,276

（２）その他経費 26,505,212 6,333,796 32,839,008

支払報酬・講師料・研修費 452,812 202,895

荷造運賃発送費 81,531 0

旅費交通費 3,001,313 89,840

通信費 689,327 32,628

消耗品費・事務用品費 2,200,789 123,691

修繕・保守料 867,504 411,503

業務委託費 1,684,912 468,031

水道光熱費 1,347,572 120,902

地代家賃 8,002,303 0

賃借料 369,633 33,600

奨学基金充当金 535,040 0

支払手数料 632,591 0

租税公課 1,366,224 1,459,782

減価償却・保証金償却費 3,707,520 3,325,482

その他費用 1,065,748 62,233

雑費 500,393 3,209

事業費計 86,239,670 8,340,896 94,580,566

２　管理費

（１）人件費 10,685,967 0 10,685,967

役員報酬 3,268,250

給料手当等 3,983,352

法定福利費 1,183,536

福利厚生費 6,500

退職給付費用 2,244,329

（２）その他経費 6,308,283 0 6,308,283

支払報酬・講師料・研修費 1,445,761

荷造運賃発送費 66,195

旅費交通費 280,215

通信費 148,136

消耗品・事務用品費 556,882

修繕・保守料 85,218

業務委託費 187,213

水道光熱費 190,207

地代家賃 1,814,804

賃借料 159,191

支払手数料 43,752

租税公課 151,803

減価償却・保証金償却費 988,399

その他費用 179,121

雑費 11,386

管理費計 16,994,250 0 16,994,250

経　常　費　用　計 103,233,920 8,340,896 111,574,816

当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】・・・① ▲ 12,346,458 11,111,104 ▲ 1,235,354

【Ｃ】　経　常　外　収　益

特別会計繰入金収益 0

奨学基金繰入金収益 535,040

固定資産売却益 0

経　常　外　収　益　計 535,040 0 535,040

【Ｄ】　経　常　外　費　用

支払利息 742,796 1,571,222

特別会計繰入金支出 0

雑損失 2,054,070

固定資産除却損 271,112

経　常　外　費　用　計 3,067,978 1,571,222 4,639,200

当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】・・・② ▲ 2,532,938 ▲ 1,571,222 ▲ 4,104,160

経　理　区　分　振　替　額　・・・③

税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②＋③・・・④ ▲ 14,879,396 9,539,882 ▲ 5,339,514

法人税、住民税及び事業税　・・・⑤ 2,336,300 2,336,300

前期繰越正味財産額　・・・⑥ ▲ 114,391,018 ▲ 114,391,018

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　④－⑤＋⑥ ▲ 122,066,832

科目 合計

特定非営利活動法人東京シューレ
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特定非営利活動法人東京シューレ　

（単位：円）

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 71,559,968
未収金 8,469,268
仮払金 0
立替金 0
前払費用 1,590,820
預託金 103,281
棚卸資産 0
未収消費税 2,208,508

流動資産合計　・・・① 83,931,845

２　固定資産

（１）有形固定資産 252,391,487
土地 91,723,840
建物 135,795,889
建物付属設備 21,043,114
構築物 3,072,528
備品 756,116

（２）無形固定資産 1,608,000
電話加入権 648,000
借地権 960,000

（３）投資その他の資産 9,731,497
保証金 9,681,497
出資金 50,000

固定資産合計　・・・② 263,730,984

（4）繰延資産 562,499
長期前払費用 562,499

繰延資産合計　・・・③ 562,499

【Ａ】資　産　合　計　①＋②+③ 348,225,328

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　事業費流動負債

前受金 2,007,500
未払金 5,519,725
預り金 615,698
仮受金 0

流動負債合計　・・・③ 8,142,923

２　固定負債

長期借入金 162,555,029
役員長期借入金 7,000,000
預り敷金 4,863,000
賞与引当金 1,088,864
退職給付引当金 5,475,314

固定負債合計　・・・④ 180,982,207

負　債　合　計　③＋④ 189,125,130

【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

基本金 266,167,030
前期繰越正味財産額 ▲ 114,391,018
当期指定正味財産額 15,000,000
当期正味財産増減額 ▲ 7,675,814

正　味　財　産　合　計 159,100,198

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 348,225,328

   ２０２４年度　貸借対照表
2025年3月31日現在
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2025年3月31日現在 特定非営利活動法人東京シューレ

         （単位：円）

科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 手元現金 121,068

商品券 31,000

三菱UFJ銀行王子支店普通預金 18,228,504

みずほ銀行王子支店普通預金 3,011,207

瀧野川信用金庫西ヶ原支店普通預金 11,557,216

ゆうちょ銀行振替口座 757,973

瀧野川信用金庫西ヶ原支店定期積金 7,990,000

瀧野川信用金庫西ヶ原支店定期預金 29,863,000 71,559,968

仮払金 0 0

未収金 フリースクール事業未収金 475,200

世田谷区受託事業未収金2~3月分 7,994,068

立替金 0 8,469,268

前払費用 コーエイビル　４月分家賃 484,000

スタッフ４月～９月分通勤定期代 1,029,820

その他 77,000 1,590,820

預託金 Syncable取扱い寄付金等 103,281 103,281

未収消費税 2,208,508 2,208,508

流動資産合計　・・・① 83,931,845

２　固定資産

（１）有形固定資産

土地 大田仲六郷2丁目3番13 28,572,060

大田仲六郷2丁目3番16 63,151,780

91,723,840

建物 大田　東京シューレ大田ビル 135,555,885

長野　ログハウス 240,004

135,795,889

建物付属設備 大田　東京シューレ大田ビル　電気設備工事等 20,718,722

王子　コーエイビル　下駄箱設置工事等 324,392

21,043,114

構築物 大田　東京シューレ大田ビル　外構工事 3,072,528 3,072,528

什器備品 大田　東京シューレ大田ビル　ネットワーク機器設置 114,345

大田　ゲーミングパソコン 82,046

王子　コーエイビル　ネットワーク機器 144,563

王子　コーエイビル　看板,照明器具等 415,157

その他備品 5

756,116 252,391,487

（２）無形固定資産

電話加入権 648,000

麻績ログハウス宅地　地上権 960,000 1,608,000 1,608,000

（３）投資その他の資産

保証金 王子　コーエイビル 9,681,497 9,681,497

出資金 瀧野川信用金庫西ヶ原原支店 50,000 50,000 9,731,497

固定資産合計　・・・② 263,730,984

3　繰延資産

（１）繰延資産

長期前払費用 コーエイビル保証委託料 562,499 562,499 562,499

繰延資産合計　・・・③ 562,499

【Ａ】資　産　合　計　①＋②+③ 348,225,328

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　事業費流動負債

前受金 フリースクール事業会費等 224,400

東京シューレ大田ビル　1階、2階保育所家賃 1,783,100 2,007,500

未払金 クロスドライブ　王子3Fネットワーク機器移設設置(本部移転のため) 38,500

3月分社会保険料 603,838

3月分スタッフ給与・通勤費 3,623,576

3月分サポートスタッフ給与・通勤費 1,170,408

その他 83,403 5,519,725

預り金 源泉徴収税等 167,059

住民税 144,600

スタッフ期末特別賞与社会保険料 304,039 615,698

仮受金 0 0

流動負債合計　・・・③ 8,142,923

２　固定負債

長期借入金 瀧野川信用金庫西ヶ原支店　土地購入資金 5,350,000

瀧野川信用金庫西ヶ原支店　建設資金 151,705,029

役員借入金 7,000,000

その他 5,500,000 169,555,029

預り敷金　 東京シューレ大田ビル敷金 4,863,000 4,863,000

賞与引当金 1,088,864 1,088,864

退職給付引当金 2017年度末までのスタッフの退職給付金 5,475,314 5,475,314

固定負債合計　・・・④ 180,982,207

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 189,125,130

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 159,100,198

    ２０２４年度　財産目録
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１． 重要な会計方針

　計算書類の作成は、NPO法人会計基準によっています。 

（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は、最終仕入れによる原価法によっています。

（２） 固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却の方法は、法人税の規定に基づいて定額法によっています。

（３） 引当金の計上基準

賞与引当金は、スタッフの賞与の支給に備えるため支給見込み額のうち当期に帰属する金額を計上、

（４） 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

ボランティア等による役務の提供を受けた場合は、役務の提供が常勤の場合に収益及び費用として評価し、

活動計算書に計上しています。

（５） 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税抜きによっています。

（６） 大田2(補助金)の部門は、東京都フリースクール等支援事業補助金事業のことを指しています。

２０２４年度　　計算書類の注記

退職給付引当金は、スタッフの退職給付に備えるため、2017年度末における退職給付債務に基づき計上しています。

2018年度以降は中小企業退職金共済への加入により掛金を活動計算書に計上しています。



 

37 
 

特定非営利活動東京シューレ 2025 年度通常総会 議案書 

 
２

．事
業

別
損

益
の

状
況

(内
訳

書
）

2
0
2
4
年

度

単
位

:円

収
益

事
業

ホ
ー

ム
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
事

業

小
計

（
A

）
小

計
（

B
）

小
計

（
C

）

Ⅰ

１
.

受
取

会
費

・
入

会
金

N
P

O
入

会
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
4
0
,0

0
0

3
4
0
,0

0
0

N
P

O
受

取
会

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
,4

9
0
,0

0
0

1
,4

9
0
,0

0
0

N
P

O
受

取
支

援
会

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
9
0
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

２
.

受
取

寄
付

金
一

般
寄

付
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
7
9
,4

0
0

4
7
9
,4

0
0

特
定

寄
付

金
5
,8

2
7
,1

1
2

1
5
4
,6

3
0

2
9
1
,0

0
0

0
1
,5

2
3
,7

2
4

0
7
,7

9
6
,4

6
6

0
0

7
,7

9
6
,4

6
6

0
7
,7

9
6
,4

6
6

受
贈

益
5
5
2
,5

0
0

0
0

0
0

0
5
5
2
,5

0
0

0
0

5
5
2
,5

0
0

0
5
5
2
,5

0
0

３
.

7
,2

6
9
,1

5
0

0
0

0
0

0
7
,2

6
9
,1

5
0

0
0

7
,2

6
9
,1

5
0

0
7
,2

6
9
,1

5
0

４
.

事
業

収
益

入
会

金
・

会
費

等
0

1
6
,7

5
6
,2

0
0

1
0
,4

8
4
,3

0
0

0
0

0
2
7
,2

4
0
,5

0
0

0
0

2
7
,2

4
0
,5

0
0

0
2
7
,2

4
0
,5

0
0

施
設

整
備

費
0

1
,1

0
4
,0

0
0

6
6
7
,0

0
2

0
0

0
1
,7

7
1
,0

0
2

0
0

1
,7

7
1
,0

0
2

0
1
,7

7
1
,0

0
2

講
習

会
・

補
助

活
動

事
業

等
7
4
,2

7
8

1
,5

5
5
,5

2
2

2
6
0
,3

2
6

0
0

0
1
,8

9
0
,1

2
6

0
0

1
,8

9
0
,1

2
6

0
1
,8

9
0
,1

2
6

提
携

事
業

収
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

受
託

事
業

収
益

0
0

0
0

0
4
3
,6

0
4
,0

0
8

4
3
,6

0
4
,0

0
8

0
0

4
3
,6

0
4
,0

0
8

0
4
3
,6

0
4
,0

0
8

賃
借

料
収

益
0

0
0

0
0

0
0

0
1
9
,4

5
2
,0

0
0

1
9
,4

5
2
,0

0
0

0
1
9
,4

5
2
,0

0
0

５
．

そ
の

他
収

益
雑

収
益

2
3
0
,4

2
2

2
1
1
,7

9
5

1
6
1
,0

4
3

0
0

1
3
8
,4

7
2

7
4
1
,7

3
2

0
0

7
4
1
,7

3
2

2
1
,9

7
8

7
6
3
,7

1
0

基
本

金
組

入
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

▲
 2

,4
9
9
,4

0
0

▲
 2

,4
9
9
,4

0
0

1
3
,9

5
3
,4

6
2

1
9
,7

8
2
,1

4
7

1
1
,8

6
3
,6

7
1

0
1
,5

2
3
,7

2
4

4
3
,7

4
2
,4

8
0

9
0
,8

6
5
,4

8
4

0
1
9
,4

5
2
,0

0
0

1
1
0
,3

1
7
,4

8
4

2
1
,9

7
8

1
1
0
,3

3
9
,4

6
2

Ⅱ
経

常
費

用

１
.

人
件

費
役

員
報

酬
0

0
0

0
0

0
0

0
3
4
9
,5

0
0

3
4
9
,5

0
0

3
,2

6
8
,2

5
0

3
,6

1
7
,7

5
0

給
料

手
当

等
3
,9

8
3
,3

5
1

1
0
,6

2
9
,0

3
6

6
,3

6
2
,4

5
5

2
,4

1
4
,5

2
0

0
2
6
,2

0
3
,7

2
4

4
9
,5

9
3
,0

8
6

0
1
,3

5
3
,4

4
4

5
0
,9

4
6
,5

3
0

3
,9

8
3
,3

5
2

5
4
,9

2
9
,8

8
2

法
定

福
利

費
1
,1

8
3
,5

3
5

9
2
9
,8

1
4

9
4
8
,5

7
9

0
0

3
,9

2
0
,9

5
8

6
,9

8
2
,8

8
6

0
1
6
4
,8

8
0

7
,1

4
7
,7

6
6

1
,1

8
3
,5

3
6

8
,3

3
1
,3

0
2

福
利

厚
生

費
6
,5

0
0

6
,0

2
0

2
0
,0

0
0

0
0

1
3
,6

3
7

4
6
,1

5
7

0
0

4
6
,1

5
7

6
,5

0
0

5
2
,6

5
7

退
職

給
付

費
用

2
,2

4
4
,3

2
9

0
0

0
0

8
6
8
,0

0
0

3
,1

1
2
,3

2
9

0
1
3
9
,2

7
6

3
,2

5
1
,6

0
5

2
,2

4
4
,3

2
9

5
,4

9
5
,9

3
4

人
件

費
計

7
,4

1
7
,7

1
5

1
1
,5

6
4
,8

7
0

7
,3

3
1
,0

3
4

2
,4

1
4
,5

2
0

0
3
1
,0

0
6
,3

1
9

5
9
,7

3
4
,4

5
8

0
2
,0

0
7
,1

0
0

6
1
,7

4
1
,5

5
8

1
0
,6

8
5
,9

6
7

7
2
,4

2
7
,5

2
5

2
.

支
払

報
酬

・
講

師
料

・
研

修
費

6
4
,4

5
6

2
6
3
,5

6
9

4
7
,8

2
3

0
0

7
6
,9

6
4

4
5
2
,8

1
2

0
2
0
2
,8

9
5

6
5
5
,7

0
7

1
,4

4
5
,7

6
1

2
,1

0
1
,4

6
8

荷
造

運
賃

発
送

費
6
6
,1

9
5

3
,2

7
1

6
,5

3
7

0
0

5
,5

2
8

8
1
,5

3
1

0
0

8
1
,5

3
1

6
6
,1

9
5

1
4
7
,7

2
6

旅
費

交
通

費
2
8
0
,2

1
4

8
0
9
,3

1
1

5
5
0
,9

4
7

6
,4

2
1

0
1
,3

5
4
,4

2
0

3
,0

0
1
,3

1
3

0
8
9
,8

4
0

3
,0

9
1
,1

5
3

2
8
0
,2

1
5

3
,3

7
1
,3

6
8

通
信

費
1
4
8
,1

3
5

1
7
1
,7

1
0

1
5
8
,6

0
7

0
0

2
1
0
,8

7
5

6
8
9
,3

2
7

0
3
2
,6

2
8

7
2
1
,9

5
5

1
4
8
,1

3
6

8
7
0
,0

9
1

消
耗

品
・

事
務

用
品

費
5
5
6
,8

8
1

3
9
6
,2

6
9

3
6
4
,7

9
7

3
1
2
,3

7
0

0
5
7
0
,4

7
2

2
,2

0
0
,7

8
9

0
1
2
3
,6

9
1

2
,3

2
4
,4

8
0

5
5
6
,8

8
2

2
,8

8
1
,3

6
2

修
繕

・
保

守
料

7
6
6
,9

5
8

9
6
,0

0
0

0
0

0
4
,5

4
6

8
6
7
,5

0
4

0
4
1
1
,5

0
3

1
,2

7
9
,0

0
7

8
5
,2

1
8

1
,3

6
4
,2

2
5

業
務

委
託

費
1
,6

8
4
,9

1
2

0
0

0
0

0
1
,6

8
4
,9

1
2

0
4
6
8
,0

3
1

2
,1

5
2
,9

4
3

1
8
7
,2

1
3

2
,3

4
0
,1

5
6

水
道

光
熱

費
1
9
0
,2

0
7

6
7
3
,7

5
3

4
8
3
,6

1
2

0
0

0
1
,3

4
7
,5

7
2

0
1
2
0
,9

0
2

1
,4

6
8
,4

7
4

1
9
0
,2

0
7

1
,6

5
8
,6

8
1

地
代

家
賃

1
,8

1
4
,8

0
3

6
,1

8
7
,5

0
0

0
0

0
0

8
,0

0
2
,3

0
3

0
0

8
,0

0
2
,3

0
3

1
,8

1
4
,8

0
4

9
,8

1
7
,1

0
7

賃
借

料
・

リ
ー

ス
代

1
5
9
,1

9
1

1
3
,0

1
9

2
2
,2

1
9

1
7
5
,2

0
4

0
0

3
6
9
,6

3
3

0
3
3
,6

0
0

4
0
3
,2

3
3

1
5
9
,1

9
1

5
6
2
,4

2
4

奨
学

基
金

充
当

金
0

0
0

0
5
3
5
,0

4
0

0
5
3
5
,0

4
0

0
0

5
3
5
,0

4
0

0
5
3
5
,0

4
0

支
払

手
数

料
3
9
3
,7

6
2

1
6
7
,2

3
0

2
5
,2

3
2

0
0

4
6
,3

6
7

6
3
2
,5

9
1

0
0

6
3
2
,5

9
1

4
3
,7

5
2

6
7
6
,3

4
3

租
税

公
課

1
,3

6
6
,2

2
4

0
0

0
0

0
1
,3

6
6
,2

2
4

0
1
,4

5
9
,7

8
2

2
,8

2
6
,0

0
6

1
5
1
,8

0
3

2
,9

7
7
,8

0
9

減
価

償
却

費
・

保
証

金
償

却
費

0
3
2
0
,0

1
7

3
,3

8
7
,5

0
3

0
0

0
3
,7

0
7
,5

2
0

0
3
,3

2
5
,4

8
2

7
,0

3
3
,0

0
2

9
8
8
,3

9
9

8
,0

2
1
,4

0
1

そ
の

他
費

用
1
8
3
,5

6
7

6
4
0
,0

5
7

1
3
5
,0

3
9

0
0

1
0
7
,0

8
5

1
,0

6
5
,7

4
8

0
6
2
,2

3
3

1
,1

2
7
,9

8
1

1
7
9
,1

2
1

1
,3

0
7
,1

0
2

雑
費

1
0
2
,4

6
8

2
2
4
,6

8
3

1
1
7
,0

6
1

0
0

5
6
,1

8
1

5
0
0
,3

9
3

0
3
,2

0
9

5
0
3
,6

0
2

1
1
,3

8
6

5
1
4
,9

8
8

そ
の

他
経

費
計

7
,7

7
7
,9

7
3

9
,9

6
6
,3

8
9

5
,2

9
9
,3

7
7

4
9
3
,9

9
5

5
3
5
,0

4
0

2
,4

3
2
,4

3
8

2
6
,5

0
5
,2

1
2

0
6
,3

3
3
,7

9
6

3
2
,8

3
9
,0

0
8

6
,3

0
8
,2

8
3

3
9
,1

4
7
,2

9
1

1
5
,1

9
5
,6

8
8

2
1
,5

3
1
,2

5
9

1
2
,6

3
0
,4

1
1

2
,9

0
8
,5

1
5

5
3
5
,0

4
0

3
3
,4

3
8
,7

5
7

8
6
,2

3
9
,6

7
0

0
8
,3

4
0
,8

9
6

9
4
,5

8
0
,5

6
6

1
6
,9

9
4
,2

5
0

1
1
1
,5

7
4
,8

1
6

▲
 1

,2
4
2
,2

2
6

▲
 1

,7
4
9
,1

1
2

▲
 7

6
6
,7

4
0

▲
 2

,9
0
8
,5

1
5

9
8
8
,6

8
4

1
0
,3

0
3
,7

2
3

4
,6

2
5
,8

1
4

0
1
1
,1

1
1
,1

0
4

1
5
,7

3
6
,9

1
8

▲
 1

6
,9

7
2
,2

7
2

▲
 1

,2
3
5
,3

5
4

経
常

経
費

計

当
期

経
常

損
益

額

そ
の

他
経

費

大
田

大
田

2
(補

助
金

)
東

京
シ

ュ
ー

レ

奨
学

基
金

科
目

特
定

非
営

利
活

動
事

業

公
民

連
携

事
業

経
常

収
益

受
取

助
成

金

経
常

収
益

計

事
業

部
門

計

(A
)+

(B
)+

(C
)

管
理

部
門

合
　

計
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

等
の

事
業

認
可

保
育

所
貸

付
事

業

本
部

事
業

王
子



 

38 
 

特定非営利活動東京シューレ 2025 年度通常総会 議案書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．使途等が制約された寄付等の内訳

4．固定資産の増減内訳

使途等が制約された寄付金等の内訳（指定正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の指定正味財産は159,100,198円ですが、その内15,000,000円は、下記のように使途が特定されています。

(単位：円)

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

１．特定寄付金

① 事業運営全般 20,000,000 1,652,650 6,652,650 15,000,000

② 不登校支援・フリースクール事業 0 355,462 355,462

③ 不登校支援・フリースクール事業(受贈益) 0 552,500 552,500 0

④ その他の活動・イベント等 0 240,000 240,000 0

⑤ 東京シューレ奨学基金 0 1,548,354 1,548,354 0

特定寄付金計 20,000,000 4,348,966 9,348,966 15,000,000

２．助成金

⑥ 企業団体寄付助成金 7,269,150 0 7,269,150 0

助成金計 7,269,150 0 7,269,150 0

備考

①フリースクールの活動に対する個人（会員・支援会員等）からの寄付です。

⑤個人、会員からの寄付のほか、入会入学時寄付の50％を繰り入れています。

➅企業からの寄付助成金です。

②フリースクール・スペース活動への個人、会員、企業等からの寄付です。

内容

④麻績村地上権取得の遅れにより発生した追加費用への寄付です。

③企業からの物品寄付です。

（単位：円）

取得価額 取得 減少 前期期末帳簿価格 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

基本財産

土地 大田区仲六郷2丁目3-13 28,572,060 28,572,060 0 28,572,060

大田区仲六郷2丁目13-16 63,151,780 63,151,780 0 63,151,780

建物 東京シューレ大田ビル 161,846,562 139,116,508 26,290,677 135,555,885

ログハウス（麻績村） 24,000,000 480,003 23,759,996 240,004

建物付属設備 東京シューレ大田ビル 40,211,593 23,399,035 19,492,871 20,718,722

構築物 　　　　〃　　　　外構工事 5,847,770 3,464,327 2,775,242 3,072,528

工具器具備品 　　　　〃　　ﾈｯﾄﾜｰｸ機器等(冷蔵庫・電話機設備) 1,066,159 155,217 951,812 114,347

大田　ゲーミングパソコン　GALLERIA 157,528 121,428 75,482 82,046

建物付属設備 王子 コーエイビル　空調設備・緑色看板 2,327,625 3,377 4,509 2,324,244 4

　　　〃　　　  玄関、ロッカー設置 1,954,800 294,751 1,852,619 102,181

　　　〃　　　  屋上手摺工事等 166,000 83,000 103,750 62,250

　　　〃　　　  照明器具取替工事　 229,000 134,000 126,519 175,300 76,524 159,957

工具器具備品 王子 コーエイビル　 ﾈｯﾄﾜｰｸ機器 642,500 208,813 497,937 144,563

　　　〃　　　　　給湯器 189,972 1 1 189,971 0

　　　〃　　　　　照明器具 408,762 264,523 171,625 237,137

　　　〃　　　　　文字看板 496,800 227,700 318,780 178,020

本部　　　　　　　耐火金庫 181,749 90,123 92,394 91,626 0

世田谷　　　 　　舞台 1,070,820 1 1,070,819 1

その他備品 1,339,690 1 4 1,339,687 2

借地権 ログハウス（麻績村）宅地　地上権 960,000 0 0 960,000

投資その他の資産

電話加入権 648,000 648,000 0 648,000

保証金 王子 コーエイビル 11,744,000 2,062,503 9,681,497

定期預金(瀧信) 保育所預り敷金（なないろ） 0 4,863,000 0 4,863,000

次期事業活動寄付金(石橋美紀子) 0 15,000,000 0 15,000,000

その他 10,000,000 10,000,000 10,000,000

出資金 瀧野川信用金庫 西ヶ原支店 50,000 50,000 0 50,000

344,559,170 20,957,000 220,021 282,253,354 83,446,165 293,593,984

科　　目

合　　計
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5．借入金の増減内訳

６．役員及びその近親者との取引の内容

７．その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

（１）事業費と管理費の按分方法　

実態に合わせて、合理的と考えられる配賦基準によって事業費と管理費を按分しています。

（２）その他の事業に係る資産の状況

基本金組入額についてNPO会員入会金及び会員・支援会員年会費、使途指定のない寄付金を基本金に組み入れています。内訳は下記の通りです。

基本金計算書

(単位：円)

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

長期借入金

瀧野川信用金庫　土地購入 9,310,000 3,960,000 5,350,000

　　　〃　　　　建築費用 162,575,541 10,870,512 151,705,029

役員借入金 6,500,000 500,000 7,000,000

その他（会員、スタッフ、協力者）借入金 3,500,000 2,500,000 500,000 5,500,000

181,885,541 3,000,000 15,330,512 169,555,029

科目

合計

(単位：円　　1件100万円を超える取引)

財務諸表に計上

さ れ た 金 額

内 、 役 員と の取

引

内 、 近 親 者 及 び

支 配 法 人 等 と の 取 引

役員借入金 7,000,000 4,500,000

科目

(貸借対照表）

単位：円

事　　　項 要組入高 組入高 未組入高

Ⅰ　　前期繰越高 325,870,087 263,667,630 63,231,515

Ⅱ　　当期組入額

　　　　　　NPO入会金・会費収入高 2,020,000 2,020,000

　　　　　　一般寄付収入高 479,400 479,400

　　　　　　　　　　　　　　　　　計 2,499,400 2,499,400 0

Ⅲ　　当期取崩額 0 0

Ⅳ　　当期末残高 328,369,487 266,167,030 63,231,515

【基本金に組み入れの対象】

　　　　１．収益控除分（定款規定に基づくNPO入会金・会費および使途指定のない一般寄付金）

　　　　２．基本財産取得分（理事会決議により2016年度まで）

　　　　３．基本財産を借入金にて取得した場合、当該借入金の返済額分（理事会決議により2016年度まで）

　　　　注）上記、２、３の組み入れについて、理事会決議により2017年度より組み入れを行わないと変更した。

　　　　　　　2024年４月1日～2025年年3月31日
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■13. 監査報告 
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■14. 2024 年度の役員体制 

 

役職 立場・職務 氏名  主な所属および関係団体、法人組織内役職等 

代表理事 職員（タッフ・） 今井睦子  世田谷ほっとタクール希望丘施設長 

代表理事 保護者 藤井清志  王子シューレ元保護者、履行と再発防止委員 

代表理事 社外（外部） 川北秀人 

 ＩＩＨＯＥ [人と組織と地球のための国際研究所] 代表者  

（般社）ソーシャルビジネタ・ネフトワーク 理事 
（公財）日本自然保護協会 評議員  
（般財）日本民間公益活動連携機構（ＪＡＮＰＩＡ）評議員  

（特）自然体験活動推進協議会（ＣＯＮＥ） 監事 
人事・コンプライアンタ委員長、履行と再発防止委員長 

理事 保護者 仲間友洋  大田シューレ会員保護者 、人事・コンプライアンタ臨時委員 

理事 職員（タッフ・） 野村芳美 大田シューレタッフ・ 

理事 職員（タッフ・） 今田万美子 世田谷ほっとタクールタッフ・、履行と再発防止委員 

理事 社外（外部） 山岡茂治 
みらいこ（株）代表取締役社長、（一社）未来の大人応援プロジェクト 理事 
情報セキュリティ委員長、人事・コンプライアンタ委員 

理事 （12 月まで） 社外（外部） 鈴木祐司 
公益財団法人地域創造基金さなぶり専務理事・事務局長、東京シューレ元会員 
人事・コンプライアンタ委員 

監事 会計の監査 紙野愛健  公認会計士・税理士 

監事 業務活動の監査 中島泉 ホームシューレ元保護者、元理事 

 

 

 

■15. 組織図 

 

総会

　NPO会員（NPO法上の社員：議決権を有する） 支援会員　　賛助会員

代表理事・理事会

保護者理事

職員理事

監事

顧問

　初中高等部 高校コース　子どもミーティング　保護者会

東京都北区岸町1-9-19コーエイビル

東京都大田区仲六郷2-7-11

東京都世田谷区船橋6-25-1 ２F

　世田谷区教育支援センター運営委託　

ほっとスクール「希望丘」

子ども等の人権の保護に関する委員会

人事会議

社外（外部）理事

フリースクール東京シューレ大田

フリースクール東京シューレ王子

人事・コンプライアンス委員会

東京都北区岸町1-9-19コーエイビル 東京都大田区仲六郷2-7-11

事務局(本部）　　　　　　　　　収益事業部門管理

　初中高等部 高校コース　子どもミーティング　保護者会　

履行と再発防止委員会

　通報相談窓口

情報セキュリティ委員会
情報セキュリティ

チーム

会費等の減額審査と東京シューレ基金運営委員会


